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）

熊
本
藩
に
お
け
る
中
国
法
研
究
の
意
義

は
　
し
　
が
　
ぎ

27

　
熊
本
藩
で
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
、
諸
藩
に
先
が
け
て
明
清
律
を
範
と
し
た
刑
法
典
、
即
ち
刑
法
草
書
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
刑

法
草
書
の
編
纂
に
当
り
、
明
清
律
が
ど
の
よ
う
に
参
酌
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
考
察
が
為
さ
れ

　
　
（
1
）

て
来
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
同
藩
に
お
け
る
法
規
の
運
用
に
際
し
、
中
国
法
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
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果
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
ま
だ
殆
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
か
か
る
視
座
か
ら
同
藩
に
お

け
る
中
国
法
の
受
容
を
考
察
す
る
為
に
は
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
永
青
文
庫
の
中
か
ら
、
と
く
に
同
藩
の
刑
事
裁

判
関
係
の
彪
大
な
資
料
を
逐
一
精
読
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
法
規
の
運
用
面
に
お
け
る

中
国
法
受
容
の
研
究
を
遅
延
せ
し
め
て
い
る
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
度
、
閲
読
し
得
た
同
資
料
の
一
部
か
ら
、
右
の
問
題
に

つ
い
て
、
或
る
程
度
の
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
は
、
従
来
の
研
究
の
敏
を
補
う
意
味
に
お
い
て
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
と
思

う
。
も
と
よ
り
そ
の
詳
細
な
る
考
察
は
、
な
お
将
来
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
源
と
し
て
の
中
国
法
の
機
能

　
刑
法
草
書
制
定
以
降
、
社
会
の
変
動
や
刑
法
草
書
の
不
備
等
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
法
の
欠
敏
が
生
じ
た
場
合
、
そ
れ
を
補
充
す
る
際
の
法

源
と
し
て
い
か
な
る
も
の
が
参
照
さ
れ
た
か
、
そ
れ
を
知
る
史
料
と
し
て
「
参
談
書
抜
」
（
氷
青
文
庫
所
蔵
。
以
下
、
と
く
に
所
蔵
者
名
を
記
さ

な
い
も
の
は
、
す
べ
て
同
文
庫
所
蔵
の
史
料
で
あ
る
。
）
の
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
、
山
本
熊
八
に
よ
る
偽
銀
の
事
案
が
あ
る
。
刑
法
草
書
に

は
金
銀
偽
造
に
関
す
る
明
文
規
定
が
存
し
な
か
っ
た
為
、
そ
の
処
罰
を
め
ぐ
っ
て
刑
法
方
に
お
い
て
議
論
が
為
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
際
、
刑
法
草
書
を
補
充
し
て
右
の
事
案
に
適
用
す
べ
き
法
源
と
し
て
、
次
の
四
種
の
も
の
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
）

　
①
大
明
會
典
、
明
律
繹
義
　
②
公
義
御
仕
置
　
③
古
例
、
寳
暦
以
後
例
　
④
御
刑
書
出
來
之
節
草
書

　
右
の
中
、
①
は
中
国
法
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
大
明
会
典
は
原
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
明
律
は
明
律
訳
義
、
即
ち
高
瀬
喜
朴
著
の

　
　
　
　
　
（
2
）

大
明
律
例
訳
義
が
明
律
の
原
文
に
代
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
こ
の
明
律
訳
義
の
文
の
下
に
は
、
「
付
札
」
と
し
て
、
明
律
も
し
く

は
清
律
の
注
釈
と
思
わ
れ
る
も
の
が
原
文
の
ま
ま
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
律
訳
義
の
文
意
を
な
お
詳
し
く
知
る
必
要
が
あ
っ
た
為
で
あ
ろ

う
。
②
の
公
義
御
仕
置
は
幕
府
法
、
即
ち
公
事
方
御
定
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
③
は
熊
本
藩
の
判
例
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
刑
法
草
書
制
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定
以
前
と
以
後
と
の
両
者
に
分
け
、
前
者
は
「
古
例
」
と
し
て
四
例
あ
げ
ら
れ
、
後
者
は
三
例
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
④
は
刑
法
草
書
編
纂

時
の
草
案
の
一
つ
で
あ
る
堀
平
太
左
衛
門
の
草
案
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
堀
草
案
に
は
金
銀
偽
造
に
関
す
る
条
文
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
っ
た

が
、
後
に
幕
府
法
を
参
酌
し
た
上
で
改
め
て
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
刑
法
草
書
の
最
終
成
案
で
は
、
こ
れ
を
削
除
し
た
も
の
で
あ

る
。　

こ
れ
ら
の
諸
法
源
に
お
い
て
金
銀
偽
造
の
罪
は
如
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
に
、
熊
本
藩
の
古
例
で
は
礫
、
幕
府
法
で
は
引
廻
の
上
礫
、

堀
草
案
で
は
斬
で
あ
っ
て
、
か
な
り
の
重
刑
と
な
っ
て
い
る
。
右
に
対
し
、
同
藩
の
宝
暦
以
後
の
例
で
は
入
墨
・
百
答
．
三
年
眉
無
（
徒

刑
）
、
臭
首
、
顯
刺
墨
・
百
答
・
雑
戸
等
で
あ
っ
て
、
犯
状
に
よ
り
区
々
で
あ
る
が
、
前
者
に
比
し
て
若
干
軽
減
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
処
で
明
律
で
は
、
宝
妙
（
紙
幣
）
偽
造
は
斬
、
私
鋳
銅
銭
は
絞
、
金
銀
偽
造
は
杖
一
百
・
徒
三
年
と
あ
っ
て
、
宝
紗
偽
造
と
私
鋳
銅

銭
と
が
死
刑
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
金
銀
偽
造
が
比
較
的
軽
罪
で
あ
る
の
は
、
前
記
付
札
が
述
べ
る
如
く
、
金
銀
そ
の
も
の
は
現
物
で
取

引
さ
れ
、
そ
れ
を
偽
造
す
る
こ
と
は
民
を
欺
岡
す
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
宝
紗
偽
造
や
私
鋳
銅
銭
の
如
く
官
そ
の
も
の
に
対
し
罪
を
犯
し

た
の
で
は
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
偽
銀
事
件
が
ど
の
よ
う
に
決
着
を
み
た
か
に
つ
い
て
は
、
前
記
史
料
に

は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
法
源
間
に
お
け
る
法
的
効
力
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
結
局
、
適
用
す

べ
き
法
規
を
飲
い
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
諸
法
源
の
条
規
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
量
刑
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
法
源
の
間
に
あ
っ
て
、
中
国
法
、
特
に
明
清
律
が
他
の
法
源
に
比
し
て
、
刑
法
方
役
人
に
と
っ
て
重
ん
ぜ
ら
れ

た
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
刑
法
草
書
が
明
清
律
に
倣
っ
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
推
し
て
も
想
像
に
難
く
な
い
。
即
ち
刑
法
草
書
編
纂
責

任
者
た
る
堀
平
太
左
衛
門
が
、
明
律
を
指
し
て
「
大
明
律
」
と
い
い
、
「
近
代
二
及
ビ
テ
ハ
大
明
律
、
尤
モ
其
精
細
ヲ
極
ム
」
と
称
讃
し

た
こ
と
（
「
銀
台
遺
事
」
武
藤
厳
男
編
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
一
巻
所
収
七
頁
）
、
又
同
じ
く
編
纂
者
の
一
人
、
清
田
新
助
が
明
律
を
「
華
律
」
と

称
し
た
こ
と
（
「
刑
法
草
書
」
一
本
の
付
札
）
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
藩
に
お
い
て
は
明
律
が
早
く
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
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の
で
あ
る
。
今
、
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
日
本
法
制
史
研
究
室
編
『
近
世
藩
法
資
料
集
成
』
の
第
二
巻
『
熊
本
藩
御
刑
法
草
書
附
例
』
を

繕
い
て
み
て
も
、
成
文
法
規
欠
飲
の
場
合
、
明
清
律
を
参
酌
し
て
判
決
が
下
さ
れ
、
又
「
例
」
（
刑
法
草
書
の
追
加
規
定
）
が
立
法
さ
れ
た
こ

と
は
、
枚
挙
に
逞
が
な
い
。
例
え
ぽ
「
律
文
斜
酌
を
以
、
答
刑
被
　
仰
付
候
例
」
　
（
二
〇
頁
）
、
「
律
文
二
拠
、
倉
議
二
相
成
」
（
一
二
頁
）
、

「
律
に
よ
っ
て
法
則
を
被
立
置
」
（
六
二
頁
）
、
「
追
而
猶
明
律
等
之
内
、
見
合
相
決
可
申
」
（
一
七
三
頁
）
等
々
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
刑
法
草

書
や
「
例
」
に
明
文
規
定
な
き
場
合
、
明
清
律
を
以
て
、
そ
れ
を
補
充
す
る
仕
方
で
あ
る
が
、
勿
論
、
当
該
事
案
と
構
成
要
件
を
等
し
く

す
る
明
清
律
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
明
清
律
に
も
、
か
か
る
規
定
な
き
場
合
は
、
更
に
当
該
事
案
と
内
容
の
類

似
せ
る
明
清
律
中
の
他
の
条
文
を
類
推
適
用
す
る
場
合
も
ま
ま
あ
る
。
例
え
ぽ
、
紙
楮
の
密
売
買
の
犯
人
が
自
首
し
た
際
、
そ
の
賊
物
を

藩
が
没
収
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
清
の
刑
律
・
課
程
・
塩
法
条
本
注
の
私
塩
（
塩
の
密
売
買
）
の
自
首
に
准
じ
、
そ
の
罪
は
免
ず
る
が
、

舷
物
は
没
収
す
る
と
し
た
如
き
で
あ
る
（
前
掲
書
三
四
頁
、
慶
応
元
年
）
。

　
以
上
は
、
法
規
欠
飲
の
場
合
、
明
清
律
を
以
っ
て
そ
れ
を
補
っ
た
例
で
あ
る
が
、
次
に
従
来
の
判
例
に
異
同
が
生
じ
た
場
合
、
や
は
り

明
清
律
を
以
っ
て
、
そ
れ
を
修
正
し
た
例
が
あ
る
。
即
ち
赦
に
よ
っ
て
、
そ
の
罪
が
免
ぜ
ら
れ
た
行
為
に
つ
い
て
、
再
犯
の
場
合
、
そ
れ

を
い
か
に
扱
う
か
、
熊
本
藩
で
は
先
例
が
区
々
で
あ
っ
た
。
前
記
「
参
談
書
抜
」
に
よ
れ
ば
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
、
刑
法
方
役
人
は
、

次
の
如
き
伺
い
を
奉
行
宛
に
提
出
し
て
い
る
。

　
一
御
赦
宥
二
而
罪
状
御
冤
被
成
置
候
者
、
再
犯
之
節
、
加
等
有
無
之
儀
、
御
刑
書
明
文
無
御
座
候
得
共
、
一
旦
罪
科
御
赦
宥
被
仰
付
候

　
　
上
者
、
縦
令
再
犯
に
到
候
共
、
其
節
を
初
犯
二
取
扱
候
儀
、
恩
赦
之
儀
二
當
可
申
哉
、
明
清
律
杯
、
其
通
相
究
、
於
御
刑
法
方
も
右

　
　
之
通
、
御
取
扱
相
成
來
候
慮
、
文
政
二
年
、
同
六
年
爾
度
赦
被
仰
出
候
節
、
寳
暦
中
被
仰
出
候
赦
を
見
合
し
ら
へ
相
成
候
由
之

　
　
虚
、
寳
暦
之
御
赦
二
逢
、
其
後
再
犯
二
到
候
者
共
、
御
赦
宥
之
罪
を
前
刑
二
被
立
、
再
犯
之
加
等
被
　
仰
付
候
例
有
之
候
に
付
、
右

　
　
爾
度
之
御
赦
二
限
り
、
再
犯
之
節
、
罪
之
加
等
被
　
仰
付
候
、
然
庭
、
文
政
九
年
被
　
仰
出
候
御
赦
旨
、
更
二
文
化
之
御
赦
を
見
合
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し
ら
へ
相
成
候
付
、
此
御
赦
二
逢
候
者
、
再
犯
之
節
、
叉
前
刑
取
省
キ
初
犯
二
取
扱
候
例
二
復
し
候
、
當
時
取
扱
様
、
爾
端
二
相
分

　
　
申
候
、
・

　
即
ち
、
刑
法
方
役
人
は
赦
宥
に
よ
り
罪
状
を
免
じ
ら
れ
た
も
の
が
再
犯
の
節
、
罪
を
加
重
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
刑
法
草
書
に
明

文
が
な
い
が
、
一
旦
罪
科
が
赦
宥
に
よ
り
免
じ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
再
犯
に
至
っ
て
も
、
そ
れ
を
初
犯
と
し
て
扱
う
こ
と
が
恩
赦
の
義
に
叶

っ
て
お
り
、
明
清
律
も
そ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
判
例
に
赦
宥
に
よ
り
免
じ
ら
れ
た
罪
を
初
犯
と
し
て
数
え
る
場
合
と

数
え
な
い
場
合
と
の
両
者
が
あ
る
こ
と
は
公
平
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
「
明
清
律
」
と
は
、
そ
の
刑
律
・
賊
盗
・
窃
盗
条
を

指
す
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
凡
窃
盗
…
…
…
初
犯
並
於
右
小
瞥
脾
上
、
刺
窃
盗
二
字
、
再
犯
刺
左
小
腎
博
、
三
犯
者
絞
、
以
曾
経
刺
字
爲
坐
、

　
右
の
条
文
中
の
「
以
曽
経
刺
字
為
坐
」
な
る
文
に
つ
い
て
、
今
、
『
明
律
集
解
附
例
』
に
よ
る
と
、

　
纂
註
、
…
…
…
所
犯
次
数
、
以
曾
経
刺
字
爲
坐
、
如
自
首
及
赦
冤
、
牧
贈
、
…
…
…
得
冤
刺
亦
不
充
警
、
倶
不
在
次
数
之
限
、

と
あ
っ
て
、
自
首
、
赦
宥
、
収
腰
等
に
よ
っ
て
、
盗
犯
の
入
墨
を
免
れ
た
も
の
は
、
そ
の
犯
罪
は
累
犯
の
回
数
か
ら
省
か
れ
た
の
で
あ

る
。
熊
本
藩
の
累
犯
加
重
の
規
定
は
、
盗
犯
の
み
な
ら
ず
同
種
の
犯
罪
に
つ
い
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
刑
法
草
書
、
名
例
・
再
犯
条
、

前
掲
書
六
四
頁
以
下
）
、
そ
の
累
犯
の
回
数
の
数
え
方
に
つ
い
て
、
前
記
刑
法
方
の
意
見
は
明
清
律
に
倣
っ
た
訳
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
意

見
は
奉
行
西
村
半
助
も
支
持
し
、
藩
当
局
も
こ
れ
を
認
め
て
、
天
保
六
年
の
「
例
」
と
し
て
確
定
し
た
（
前
掲
書
七
三
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
量
刑
の
基
準
と
し
て
の
中
国
法
の
機
能

　
次
に
熊
本
藩
の
法
規
運
用
の
面
に
お
い
て
明
清
律
の
果
し
た
機
能
の
一
つ
に
、
量
刑
の
基
準
と
し
て
の
そ
れ
が
あ
っ
た
。
即
ち
同
藩
刑

法
方
に
お
い
て
、
当
該
行
為
を
い
か
ほ
ど
に
罰
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
と
き
、
量
刑
の
尺
度
と
し
て
明
清
律
が
用
い
ら
れ
た
の
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で
あ
る
。
右
に
つ
い
て
、
以
下
、
そ
の
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
左
に
掲
げ
る
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
の
事
案
は
、
中
富
手
永
岩
原
村
百
姓
幸
右
衛
門
他
三
名
が
同
村
十
右
衛
門
に
遺
恨
を
含
み
、

十
右
衛
門
が
畑
中
に
積
み
置
い
た
大
豆
を
焼
き
払
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
参
談
帳
」
か
ら
そ
の
関
係
史
料
の
一
部
を
抄
出
し
て
掲
げ
る
こ

と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
富
手
永
岩
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
百
姓
源
右
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
富
手
永
岩
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
百
姓
茂
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
九
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
左
衛
門

　
　
文
久
二
年
二
月
六
日

　
右
者
、
同
村
十
右
衛
門
江
無
謂
儀
二
遺
恨
を
含
、
幸
右
衛
門
嚢
言
い
た
し
、
十
右
衛
門
作
り
置
候
大
豆
を
引
キ
、
畑
中
江
六
ケ
所
江
積

　
置
候
二
火
を
附
ケ
僥
梯
候
、

　
　
小
山
門
喜
自
筆

　
　
此
者
共
儀
、
口
書
之
通
二
御
座
候
、
田
畑
作
物
焼
候
御
刑
條
者
無
之
慮
、
故
ラ
ニ
山
林
を
焼
候
者
、
答
八
十
徒
二
年
二
可
被
慮
と
の

　
　
近
例
、
且
清
律
成
案
二
山
林
を
焼
侯
者
、
田
場
積
聚
之
物
を
焼
之
律
汐
一
等
減
と
相
見
候
付
、
右
山
林
を
焼
之
近
例
汐
一
等
重
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
答
睨
）

　
　
左
候
得
者
、
幸
右
衛
門
儀
者
主
犯
之
者
二
付
、
答
九
十
徒
二
年
牛
、
残
三
人
者
從
罪
と
云
を
以
一
等
減
、
八
十
徒
二
年
充
刑
可
被
慮

　
　
之
慮
、
…
…
…

　
右
の
事
案
の
擬
律
に
つ
ぎ
、
刑
法
方
奉
行
小
山
門
喜
の
考
え
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
田
畑
の
作
物
を
故
ら
に
焼
失
せ
し
め
た
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罪
に
つ
い
て
は
、
刑
法
草
書
に
明
文
規
定
が
な
い
。
し
か
し
、
放
火
し
て
故
ら
に
山
林
を
焼
失
せ
し
め
た
者
の
罪
は
、
最
近
の
判
例
で
は

答
八
十
・
徒
二
年
で
あ
る
。
処
で
判
例
集
で
あ
る
清
律
成
案
を
み
る
と
、
山
林
を
焼
失
せ
し
め
た
者
の
罪
は
、
田
場
積
聚
の
物
を
焼
失
せ

し
め
た
者
の
罪
よ
り
一
等
を
減
じ
て
い
る
。
従
っ
て
此
の
度
、
田
畑
の
作
物
を
焼
失
せ
し
め
た
者
は
、
清
律
成
案
に
倣
え
ば
山
林
を
焼
失

せ
し
め
た
者
の
罪
よ
り
一
等
重
く
罰
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
幸
右
衛
門
は
主
犯
で
あ
る
か
ら
答
九
十
．
徒
二
年
半
、
他
の
三
名
は

従
犯
で
あ
る
か
ら
一
等
を
減
じ
て
答
八
十
・
徒
二
年
に
な
る
と
。

　
し
か
し
、
こ
の
擬
律
に
み
る
小
山
の
理
由
づ
け
に
は
間
題
が
あ
る
。
小
山
は
、
刑
法
草
書
に
田
畑
作
物
を
焼
く
罪
が
規
定
さ
れ
て
い
な

い
以
上
、
清
律
に
あ
る
田
場
積
聚
之
物
を
焼
く
罪
を
そ
の
ま
ま
、
こ
の
事
案
に
適
用
し
て
も
よ
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
山
は
そ

の
よ
う
に
考
え
ず
、
田
場
積
聚
の
物
を
焼
く
罪
と
山
林
を
焼
く
罪
と
の
刑
の
軽
重
の
関
係
に
つ
い
て
、
わ
ざ
く
清
律
成
案
を
利
用
し
、

山
林
を
焼
く
罪
に
関
す
る
藩
の
近
例
に
そ
れ
を
あ
て
は
め
、
逆
に
田
畑
作
物
焼
失
の
罪
に
対
す
る
刑
を
案
出
す
る
と
い
う
、
ま
わ
り
く
ど

い
理
由
づ
け
を
敢
え
て
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。
今
、
清
の
刑
律
・
雑
犯
・
放
火
故
焼
人
房
屋
条
を
み
る
と
、
そ

れ
に
は
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
若
放
火
、
故
焼
官
民
房
屋
及
公
癬
倉
庫
係
官
積
聚
之
物
者
鄭
齢
皆
斬
、
其
故
焼
人
空
閑
房
屋
及
田
場
積
聚
之
物
者
、
各
減
一
等
、

　
右
に
よ
れ
ば
、
田
場
積
聚
の
物
を
故
ら
に
焼
失
せ
し
め
た
場
合
は
、
官
民
の
房
屋
、
及
び
公
癬
・
倉
庫
等
に
あ
る
官
の
積
聚
の
物
を
故

ら
に
焼
失
せ
し
め
る
罪
、
即
ち
斬
よ
り
一
等
を
減
ず
る
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
罪
は
流
三
千
里
・
杖
一
百
と
な
る
。
こ
れ
を
刑
法
草
書
の
刑

罰
体
系
に
あ
て
は
め
れ
ば
類
刺
墨
・
答
百
・
雑
戸
の
刑
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
清
律
の
田
場
積
聚
の
物
を
故
焼
す
る
罪
を
そ
の
ま
ま
熊
本

藩
に
適
用
す
れ
ば
、
余
り
に
も
重
刑
と
な
り
、
妥
当
性
を
敏
く
結
果
と
な
る
こ
と
を
小
山
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
小
山

は
清
律
成
案
に
あ
る
田
場
積
聚
の
物
を
故
焼
す
る
罪
と
山
林
を
故
焼
す
る
罪
と
の
比
重
の
み
を
本
件
に
利
用
し
て
、
適
用
す
べ
き
妥
当
な

量
刑
を
考
え
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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熊
本
藩
に
お
い
て
、
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
の
軽
重
を
量
る
為
、
明
清
律
に
そ
の
基
準
を
求
め
た
例
を
も
う
一

る
「
参
談
書
抜
」
記
載
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
の
牛
馬
殺
事
件
で
あ
る
。

つ
挙
げ
よ
う
。
次
に
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
院
手
永
宮
原
村
稼
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
兵
衛

右
者
、
以
前
老
馬
を
買
取
、
故
ら
に
殺
、
皮
を
剥
候
二
付
、
顛
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
被
慮
筈
を
穣
多
二
付
、
徒
を
省
キ
、
頼
刺
墨
・

答
百
被
盧
、
重
而
牛
馬
を
殺
候
ハ
・
死
罪
可
被
塵
旨
被
　
仰
付
置
候
庭
、
此
節
、
猶
又
追
々
二
老
馬
　
疋
買
取
、
殺
候
而
皮
を
剥
、
利

を
貧
候
耳
な
ら
す
、
私
二
刺
墨
を
も
抜
取
候
、

佐
田
右
李
自
筆

　
佐
田
右
卒
再
議

　
此
穣
多
李
兵
衛
儀
、
馬
を
殺
再
犯
二
付
、
斬
罪
之
愈
議
相
決
候
庭
、
右
之
馬
ハ
盗
而
殺
た
る
二
而
ハ
無
之
、
買
而
殺
た
る
馬
二
付
、
我

　
馬
を
殺
た
る
二
相
當
可
申
、
左
候
ヘ
ハ
再
犯
な
か
ら
死
罪
二
庭
候
儀
ハ
何
程
二
可
有
之
哉
、
…
…
…

　
関
係
史
料
を
す
べ
て
引
用
す
る
こ
と
は
煩
預
に
わ
た
る
為
、
省
略
す
る
が
、
右
の
事
件
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
正
院
手

永
宮
原
村
の
穣
多
平
兵
衛
は
、
以
前
老
馬
を
買
取
り
、
故
ら
に
殺
し
、
皮
を
剥
い
だ
為
、
瀬
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る

筈
で
あ
っ
た
が
、
穣
多
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
徒
を
省
か
れ
、
瀬
刺
墨
・
答
百
に
処
せ
ら
れ
、
且
つ
重
ね
て
牛
馬
を
殺
す
な
ら
ぽ
死
罪

に
処
せ
ら
る
べ
き
旨
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
度
ま
た
老
馬
二
疋
を
買
取
っ
て
殺
し
、
皮
を
剥
ぎ
利
を
貧
っ
た
の
み
な
ら

ず
、
私
に
刺
墨
を
も
抜
き
取
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
刑
法
方
奉
行
佐
田
右
平
の
猿
多
平
兵
衛
の
罪
状
に
対
す
る
擬
律
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
刑
法
草
書
に
よ
れ
ば
、
同
罪
再
犯
の
者

は
前
刑
に
四
等
を
加
え
る
定
め
で
あ
る
（
名
例
．
再
犯
条
）
。
殊
に
平
兵
衛
に
前
刑
を
申
し
付
け
た
際
に
は
、
重
ね
て
犯
し
た
な
ら
ば
死
罪



35　熊本藩における中国法の機能（小林）

に
処
す
る
旨
、
申
し
渡
し
て
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
残
忍
の
心
底
、
い
さ
さ
か
も
改
め
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
前
刑
た
る
頼
刺
墨
．
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

百
・
徒
三
年
に
再
犯
四
等
を
加
え
斬
罪
に
処
す
べ
き
で
あ
る
と
。
処
が
右
の
佐
田
の
意
見
に
対
し
て
異
論
が
生
じ
た
。
即
ち
、
平
兵
衛
は

馬
を
盗
ん
で
殺
し
た
の
で
は
な
く
、
買
い
取
っ
て
殺
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
所
有
の
馬
を
殺
し
た
こ
と
に
相
当
す
る
。
又
、
初
犯
の

節
に
重
ね
て
馬
を
殺
し
た
場
合
は
、
死
罪
に
処
す
べ
ぎ
旨
が
申
渡
さ
れ
て
は
い
る
が
、
牛
馬
の
為
に
た
や
す
く
人
命
を
断
つ
こ
と
も
な
い

で
は
な
い
か
と
。
こ
の
異
論
に
対
し
、
佐
田
は
次
の
如
く
反
駁
し
た
。
即
ち
畜
主
を
欺
ぎ
、
残
老
用
に
堪
え
な
い
馬
牛
を
故
ら
に
安
値
で

買
取
っ
て
直
ち
に
屠
殺
し
、
或
は
毒
殺
餓
死
せ
し
め
て
自
然
死
を
装
お
い
、
よ
っ
て
開
剥
し
て
利
を
貧
る
行
為
は
、
盗
殺
の
罪
名
は
な
く

と
も
、
そ
の
造
意
に
お
い
て
は
全
く
盗
殺
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
。
か
く
し
て
佐
田
は
、
牛
馬
盗
殺
等
の
罪
は
、
刑
法
草
書
に
も
明
文

な
く
、
判
例
も
一
定
し
て
い
な
い
と
し
て
、
「
律
例
」
を
参
照
し
て
次
の
如
く
立
案
し
た
。

　
佐
田
右
卒
再
議

　
…
…
試
二
律
例
ヲ
照
シ
目
安
を
立
申
候
、

　
一
盗
殺
　
斬

　
　
　
但
、
律
之
盗
殺
二
五
等
を
加
、
本
行
之
通
、
…
…
…

　
一
故
殺
　
穎
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
、
再
犯
之
者
ハ
斬
、

　
　
　
但
、
律
之
故
殺
二
五
等
を
加
、
本
行
之
通
、
尤
律
之
故
殺
ハ
盗
殺
よ
り
三
等
減
、
今
斜
酷
し
て
二
等
を
減
す
、
○
利
を
圖
之
造
意

　
　
　
を
以
、
故
ら
に
老
牛
馬
を
買
、
殺
候
者
、
及
人
二
意
趣
有
之
、
故
ら
に
其
人
之
馬
牛
を
殺
候
者
、
皆
此
刑
二
虎
す
。
・
…
．
・
・
。
．

　
一
宰
殺
　
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
、
再
犯
之
者
斬
、

　
　
　
但
、
律
之
宰
殺
土
ハ
等
を
加
、
本
行
之
通
、
尤
律
之
宰
殺
ハ
故
殺
よ
り
二
等
減
、
今
勘
勘
し
て
一
等
を
減
す
。
○
自
己
畜
養
し
た

　
　
　
る
老
馬
牛
を
殺
し
、
開
剥
し
て
利
を
圖
る
者
、
此
刑
二
庭
す
、
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キ
　
ハ

　
盗
殺
杖
一
百
徒
三
年
、
賊
重
者
罪
至
ン
死

　
故
殺
　
盗
殺
ヨ
リ
三
等
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ハ
　
シ
　
　
ニ

　
　
　
　
杖
七
十
徒
一
年
牟
、
駐
重
者
准
レ
盗
論

　
畜
主
二
意
趣
ア
ツ
テ
殺
ス
ヲ
云

　
宰
殺
　
故
殺
ヨ
リ
ニ
等
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
杖
一
百
、
勧
角
皮
張
入
レ
官
、
誤
殺
及
病
死
者
不
レ
坐

　
自
己
ノ
馬
牛
ヲ
殺
ス
ヲ
云

　
　
　
ノ

　
　
　
律
條
例

　
　
　
和
律

　
前
述
の
如
く
、
佐
田
は
牛
馬
殺
の
罪
が
刑
法
草
書
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
判
例
も
一
定
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
「
律
例
」
を

参
酌
し
て
、
そ
の
罪
を
立
案
し
た
。
佐
田
の
い
う
「
律
例
」
と
は
何
か
と
い
う
に
、
前
掲
「
盗
殺
　
杖
一
百
徒
三
年
、
賊
重
者
罪
至
死
」

な
る
文
に
「
罪
至
死
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
明
律
で
は
牛
馬
の
盗
殺
は
死
に
至
ら
ず
、
清
律
で
は
そ
の
刑
の
上
限
は
「
絞

鑑
」
で
あ
る
か
ら
、
佐
田
の
引
い
た
律
は
、
明
律
で
は
な
く
清
律
で
あ
る
。
又
、
佐
田
の
引
い
た
「
律
条
例
」
も
、
そ
の
内
容
か
ら
清
の

兵
律
・
厩
牧
・
宰
殺
馬
牛
条
の
条
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
佐
田
の
い
う
「
律
例
」
は
、
明
ら
か
に
清
の
律
例
と
考
え
て
よ
い
。

　
佐
田
は
清
律
に
倣
っ
て
馬
牛
殺
の
罪
を
盗
殺
、
故
殺
、
宰
殺
の
三
者
に
分
ち
、
こ
の
三
者
の
構
成
要
件
の
違
い
に
つ
い
て
、
前
掲
の
如

く
説
明
し
た
。
そ
れ
で
は
佐
田
は
、
こ
の
三
者
に
対
す
る
量
刑
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。
清
律
で
は
、
前
掲
の
如
く
盗
殺
は
杖
一
百
・
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徒
三
年
、
故
殺
は
杖
七
十
・
徒
一
年
半
、
宰
殺
は
杖
一
百
で
あ
る
。
こ
れ
を
熊
本
藩
の
刑
罰
体
系
に
引
き
当
て
て
み
る
と
、
盗
殺
は
答
一

百
・
徒
三
年
、
故
殺
は
筈
七
十
・
徒
一
年
半
、
宰
殺
は
答
一
百
と
な
る
。
し
か
る
に
佐
田
は
馬
牛
殺
の
罪
を
立
案
す
る
に
当
っ
て
、
右
の

清
律
相
当
の
刑
を
そ
の
ま
ま
熊
本
藩
の
刑
と
は
せ
ず
、
更
に
こ
の
刑
に
何
等
か
を
加
重
し
た
。
即
ち
、
佐
田
は
盗
殺
、
故
殺
の
両
者
に
対

し
て
は
、
右
に
更
に
五
等
を
加
え
、
宰
殺
に
対
し
て
は
、
右
に
更
に
六
等
を
加
え
た
。
そ
う
す
る
と
盗
殺
は
斬
、
故
殺
は
顯
刺
墨
・
答

百
・
徒
三
年
、
宰
殺
は
刺
墨
・
筈
百
・
徒
三
年
と
な
る
。
こ
れ
が
佐
田
の
熊
本
藩
に
お
け
る
馬
牛
殺
の
量
刑
の
私
案
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

間
題
は
、
何
故
佐
田
は
清
律
相
当
の
刑
に
、
盗
殺
、
故
殺
は
五
等
を
、
宰
殺
は
六
等
を
加
え
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
今
、
盗
殺
、
故
殺
、
宰
殺
の
三
者
間
の
刑
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
掲
史
料
に
あ
る
如
く
、
清
律
で
は
故
殺
は
盗
殺
よ
り
三
等
軽
く
、
宰

殺
は
故
殺
よ
り
二
等
軽
い
。
こ
れ
に
対
し
佐
田
案
で
は
、
故
殺
は
盗
殺
よ
り
二
等
軽
く
、
宰
殺
は
故
殺
よ
り
一
等
軽
い
。
　
（
寛
政
七
年
の

「
例
」
に
よ
り
三
死
を
一
等
と
す
れ
ば
、
斬
よ
り
一
等
を
減
ず
れ
ば
頚
刺
墨
・
答
百
・
雑
戸
と
な
り
、
更
に
一
等
を
減
ず
れ
ば
顛
刺
墨
・
答
百
．
徒
三
年
と
な

る
。
又
、
類
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
よ
り
一
等
を
減
ず
れ
ば
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
と
な
り
、
何
れ
も
佐
田
案
に
一
致
す
る
。
）
結
局
、
佐
田
は
三
者
間

の
刑
の
軽
重
を
清
律
の
場
合
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
等
ず
つ
縮
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
佐
田
は
清
律
を
基
準
に
し
て
、
盗
殺
、

故
殺
、
宰
殺
三
者
間
の
刑
の
軽
重
の
バ
ラ
ソ
ス
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
佐
田
は
何
故
、
清
律
相
当
の
刑
を
こ
の
三
者
に
そ
の
ま

ま
適
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
恐
ら
く
当
時
の
熊
本
で
は
、
中
国
に
く
ら
べ
て
馬
牛
は
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
殺
す
行
為
の
も
つ
社
会
的
意
味
が
中
国
と
熊
本
で
は
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
馬
牛
殺
の
罪
に
つ
き
、
清
律
を
そ
の

ま
ま
熊
本
藩
の
刑
罰
体
系
に
引
き
当
て
て
立
案
し
た
場
合
に
は
、
余
り
に
も
そ
の
刑
が
軽
き
に
す
ぎ
る
結
果
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
馬
牛
殺
行
為
の
前
記
三
者
間
に
お
け
る
量
刑
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
清
律
に
倣
っ
て
、
そ
の
軽
重
の
均
衡
を
失
し

な
い
よ
う
に
佐
田
は
配
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
処
が
「
参
談
書
抜
」
の
前
掲
史
料
の
続
き
を
み
る
と
、
奉
行
佐
田
の
意
見
は
、
そ
の
ま
ま
藩
庁
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
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た
。
即
ち
家
老
長
岡
監
物
は
、
右
に
対
し
修
正
意
見
を
出
し
、
律
文
の
故
殺
、
宰
殺
の
別
は
、
中
国
に
お
い
て
は
残
老
無
用
の
牛
馬
を
殺

す
「
道
」
（
牛
馬
の
肉
を
食
す
る
習
俗
を
い
う
も
の
か
）
が
あ
る
為
、
そ
の
必
要
が
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
牛
馬
を
殺
す
「
道
」
が
な
い
か
ら
、

他
人
所
有
の
牛
馬
を
殺
す
罪
と
自
己
所
有
の
牛
馬
を
殺
す
罪
と
は
区
別
す
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
自
己
所
有
の
牛
馬
は
、
我
が
労
を
助

け
、
我
が
妻
子
を
養
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
用
に
な
っ
た
か
ら
と
て
、
そ
れ
を
殺
し
利
を
図
る
こ
と
は
、
他
人
の
牛
馬
を
買
取

っ
て
殺
す
罪
よ
り
も
な
お
残
忍
な
行
為
で
あ
り
、
従
っ
て
故
殺
と
宰
殺
と
の
刑
の
軽
重
は
同
等
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
佐
田
も

こ
の
意
見
に
同
意
し
、
宰
殺
は
故
殺
と
同
じ
く
扱
い
、
共
に
穎
刺
墨
・
百
答
・
徒
三
年
、
再
犯
者
は
斬
と
し
、
天
保
八
年
十
一
月
、
そ
れ

が
「
例
」
と
し
て
確
定
し
た
（
前
掲
書
一
四
八
頁
以
下
）
。

　
こ
の
よ
う
に
刑
法
草
書
に
明
文
の
な
い
可
罰
的
行
為
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
行
為
相
互
間
の
量
刑
の
差
の
基
準
を

清
律
に
求
め
、
更
に
日
中
間
の
国
情
の
相
違
を
勘
酌
し
て
、
そ
れ
を
修
正
す
る
と
い
う
手
続
が
と
ら
れ
て
い
る
。
前
に
述
べ
た
田
畑
の
作

物
を
焼
失
せ
る
罪
は
、
清
律
よ
り
も
刑
を
減
軽
し
た
例
で
あ
り
、
右
に
述
べ
た
牛
馬
殺
の
罪
は
、
逆
に
清
律
よ
り
も
刑
を
加
重
し
た
例
で

あ
る
が
、
同
じ
く
牛
馬
を
殺
し
、
又
同
じ
く
田
畑
の
作
物
を
焼
失
す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
日
中
間
の
間
題
状
況
の
相
違
が
量
刑
の
差
を

生
じ
、
異
な
る
理
由
づ
け
を
求
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
　
弁
証
の
根
拠
と
し
て
の
中
国
法
の
機
能
（
そ
の
一
）

　
熊
本
藩
の
法
規
運
用
に
お
け
る
明
清
律
の
果
し
た
機
能
に
つ
い
て
、
我
々
は
法
規
に
明
文
な
き
場
合
、
或
は
判
例
に
異
同
の
生
じ
た
場

合
、
明
清
律
を
以
っ
て
、
そ
れ
を
補
充
、
修
正
す
る
法
源
と
し
、
又
当
該
行
為
を
い
か
ほ
ど
に
罰
す
べ
き
や
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
場

合
、
そ
の
刑
罰
の
軽
重
を
は
か
る
基
準
を
明
清
律
に
求
め
た
こ
と
等
を
指
摘
し
て
来
た
。
処
で
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
従
来
の
法
規
を
改

正
す
る
場
合
や
新
し
く
立
法
を
試
み
る
場
合
、
明
清
律
が
そ
の
改
正
や
立
法
を
正
当
化
す
る
為
の
論
拠
と
し
て
も
屡
々
利
用
さ
れ
た
こ
と
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で
あ
る
。
相
手
方
の
説
得
を
め
ざ
す
議
論
、
即
ち
弁
証
に
お
い
て
は
、
自
己
の
所
論
が
正
当
で
あ
る
と
い
う
た
め
の
何
ら
か
の
根
拠
や
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

由
づ
け
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
明
清
律
は
そ
の
論
拠
や
理
由
づ
け
と
し
て
屡
々
熊
本
藩
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
以
下
、
そ
の
例
を
二
、
三
あ
げ
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

　
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
正
月
の
「
例
」
　
（
前
掲
書
五
頁
以
下
）
に
は
、
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
一
御
刑
法
二
依
而
刺
墨
を
被
加
置
候
も
の
、
其
後
心
底
を
改
、
良
民
と
相
成
候
者
、
追
而
刺
墨
を
被
除
下
候
ハ
・
善
二
移
候
一
端
二
茂

　
　
相
成
可
申
、
併
不
輕
儀
二
付
、
前
蹴
無
之
候
而
者
難
奉
伺
、
因
而
清
律
之
内
致
吟
味
候
庭
、
其
法
有
之
候
付
、
斜
酷
を
加
、
諸
刑
條

　
　
二
而
刺
墨
被
加
置
候
者
、
随
分
相
愼
、
生
業
二
基
キ
、
九
ケ
年
茂
過
候
ハ
・
支
配
々
々
汐
委
敷
相
達
候
様
、
例
之
教
諭
申
達
候
節
、

　
　
一
同
及
達
置
、
左
候
而
九
ケ
年
後
、
達
有
之
候
ハ
・
其
懸
々
々
之
御
横
目
達
之
趣
承
合
、
彌
相
違
無
之
ハ
魚
議
之
上
、
刺
墨
可
被
除

　
　
下
哉
、
…
…
…

　
刑
法
草
書
に
よ
れ
ば
、
刺
墨
は
徒
刑
の
中
に
規
定
さ
れ
、
一
般
の
徒
罪
、
即
ち
答
六
十
・
徒
一
年
か
ら
答
百
・
徒
三
年
ま
で
の
五
等
の

上
に
、
更
に
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
、
類
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
、
右
同
・
答
百
・
雑
戸
の
三
等
が
あ
っ
て
、
こ
の
三
等
を
明
律
の
五
刑

に
比
す
れ
ば
、
そ
の
流
刑
、
即
ち
流
二
千
里
・
杖
一
百
、
流
二
千
五
百
里
・
杖
一
百
、
流
三
千
里
・
杖
一
百
に
相
当
す
る
重
罪
で
あ
る
。

刺
墨
は
右
の
手
首
に
、
瀬
刺
墨
は
額
に
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
の
「
例
」
は
、
手
首
に
刺
墨
を
施
さ
れ
た
も
の
が
一
定
期
間
、
改

俊
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
刺
墨
が
除
か
れ
る
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
特
別
予
防
的
措
置
と
い
え
る
。
但
し
、
右
の
史
料
に
よ
れ

ぽ
、
こ
の
制
の
例
外
と
し
て
死
罪
相
当
の
者
が
宥
さ
れ
て
刺
墨
を
施
さ
れ
た
場
合
、
雑
戸
に
つ
け
置
か
れ
た
場
合
、
姦
罪
を
犯
し
、
被
害

者
た
る
女
が
ま
だ
婚
姻
で
ぎ
な
い
で
い
る
場
合
、
殴
傷
の
罪
に
よ
り
被
害
者
が
残
疾
不
具
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
除
墨
は
認
め
ら
れ

な
い
。
な
お
改
俊
の
期
間
は
最
初
九
年
と
立
案
さ
れ
た
が
、
家
老
志
水
才
助
の
意
見
に
よ
り
、
後
そ
れ
が
五
年
に
縮
め
ら
れ
た
。
現
在
、

永
青
文
庫
に
「
除
墨
帳
」
一
冊
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
右
の
「
例
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
除
墨
帳
」
の
巻
首
に
も
、
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前
掲
「
例
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
刑
法
草
書
の
規
定
を
改
め
て
、
新
し
く
除
墨
の
制
を
つ
く
る
こ
と
は
、
実
は
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は

前
掲
史
料
に
あ
る
如
く
、
「
前
躍
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
「
前
躍
」
、
即
ち
先
例
と
し
て
、
こ
こ
に
「
清
律
」
が
援
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
記
「
除
墨
帳
」
に
は
、
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
…
…
左
様
之
も
の
ハ
追
而
刺
墨
を
被
除
侯
様
御
座
候
ハ
・
愈
悪
キ
を
改
め
、
宜
敷
二
移
り
申
候
一
端
二
も
相
成
可
申
哉
と
奉
存
候
得

　
共
、
輕
か
ら
さ
る
儀
二
付
、
前
躍
等
無
之
候
而
老
容
易
二
難
奉
伺
、
段
々
吟
味
仕
候
庭
、
清
律
之
内
二
別
紙
書
抜
之
通
相
見
、
彼
方
二

　
而
も
追
而
刺
墨
を
除
候
法
相
立
チ
居
申
候
、
乍
然
其
仕
法
二
於
て
清
律
之
趣
、
此
方
二
而
者
相
當
仕
間
敷
哉
、
依
之
申
談
候
者
、
以
來

　
之
儀
、
諸
刑
條
二
而
刺
墨
を
被
加
置
候
者
、
其
後
行
跡
相
愼
、
碇
ト
夫
々
之
生
業
二
成
り
立
、
九
ケ
年
程
を
過
キ
申
候
者
ハ
支
配
く

　
汐
其
段
委
敷
相
達
候
様
二
…
…

　
右
の
文
は
、
恐
ら
く
刑
法
方
役
人
よ
り
藩
庁
宛
に
提
出
さ
れ
た
伺
の
一
節
で
あ
ろ
う
が
、
同
藩
除
墨
の
制
の
「
前
躍
」
と
さ
れ
た
「
清

律
」
は
、
「
別
紙
書
抜
」
の
通
り
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
別
紙
書
抜
」
の
内
容
は
、
右
の
「
除
墨
帳
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で

不
明
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
次
に
掲
げ
る
清
の
刑
律
・
賊
盗
下
・
起
除
刺
字
条
に
あ
る
条
例
を
指
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
一
凡
窃
盗
刺
字
護
落
之
後
、
責
令
充
當
巡
警
、
如
實
能
改
過
緯
盗
数
多
老
、
准
其
起
除
刺
字
復
爲
良
民
、
該
地
方
官
編
入
保
甲
、
聴
其

　
　
各
謀
生
理
、

　
右
の
大
意
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
窃
盗
の
罪
を
犯
し
、
刺
字
を
加
え
ら
れ
た
者
は
、
郷
里
に
帰
し
た
後
、
申
し
付
け
て
巡
警

（
め
あ
か
し
）
の
役
に
当
て
る
。
も
し
過
ち
を
改
め
て
盗
人
を
逮
捕
す
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
、
そ
の
刺
字
を
抜
き
取
っ
て
良
民
と
為
る
こ
と

を
許
す
。
即
ち
当
該
地
方
官
は
、
こ
れ
を
保
甲
（
自
衛
の
為
の
自
治
組
織
）
に
入
れ
、
各
々
渡
世
の
道
を
立
て
る
こ
と
を
許
す
と
。
又
、
右

文
の
注
釈
で
あ
る
清
律
総
註
、
及
び
輯
註
に
も
次
の
如
き
文
が
存
す
る
。
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凡
一
鷹
盗
賊
曾
経
刺
字
者
、
徒
満
護
回
原
籍
、
使
充
巡
警
之
役
以
踪
跡
盗
賊
、
果
能
悔
過
遷
善
、
立
功
以
自
瞭
、
然
後
起
除
刺
字
復
爲

　
良
民
、
（
総
註
）

　
嚢
於
市
津
人
民
稠
密
之
庭
、
夜
則
巡
警
、
日
則
跡
賊
、
故
日
充
警
跡
、
能
立
功
自
蹟
、
然
後
起
除
刺
字
、
使
爲
良
民
、
既
牧
其
察
盗
之

　
用
、
復
開
其
自
新
之
路
、
此
律
之
深
意
也
、
（
輯
註
）

　
も
し
刑
法
方
役
人
に
よ
っ
て
「
前
躍
」
と
さ
れ
た
清
律
が
右
の
条
例
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
今
、
清
の
条
例
と
熊
本
藩
の
「
例
」
と

を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
清
律
の
入
墨
、
即
ち
刺
字
は
盗
犯
に
対
し
て
の
み
科
さ
れ
る
附
加
刑
で
あ
る
が
、

熊
本
藩
の
入
墨
、
即
ち
刺
墨
は
刑
法
草
書
に
よ
れ
ば
、
盗
犯
に
対
し
て
の
み
科
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
一
般
の
犯
罪
に
も
科
さ

れ
る
基
本
刑
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
清
律
で
刺
字
が
除
か
れ
る
の
は
、
刺
字
を
施
さ
れ
た
者
が
帰
郷
後
、
巡
警
の
役
に
つ
き
、
盗

賊
を
多
く
逮
捕
し
た
場
合
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
熊
本
藩
で
刺
墨
が
除
か
れ
る
の
は
、
刑
の
執
行
後
、
行
跡

を
慎
し
み
、
生
業
を
営
ん
で
一
定
期
間
を
経
た
者
に
対
し
て
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
除
墨
の
制
は
、
同
じ
く
入
墨
を

取
り
除
く
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
意
味
す
る
内
容
に
は
大
い
に
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
「
除
墨
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
前
掲
の
文
に
、

「
乍
然
其
仕
法
二
於
て
清
律
之
趣
、
此
方
二
而
者
相
當
仕
間
敷
哉
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
這
般
の
事
情
を
指
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
刑
法
方
役
人
が
清
律
を
除
墨
の
「
前
躍
」
と
し
て
、
こ
こ
に
持
ち
出
し
た
の
は
、
右
の
条
例
に
あ

る
「
実
能
改
過
」
、
総
註
に
あ
る
「
果
能
悔
過
遷
善
」
、
輯
註
に
あ
る
「
開
其
自
新
之
路
」
と
い
う
儒
教
的
な
改
過
遷
善
思
想
に
よ
っ
て
、

こ
の
刺
字
起
除
の
条
例
の
文
が
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
清
律
の
「
改
過
」
で
は
、
官
憲
に
協
力
し
て
盗
賊

の
捜
索
、
逮
捕
に
対
す
る
功
績
如
何
が
そ
の
「
改
過
」
を
は
か
る
尺
度
で
あ
り
、
熊
本
藩
の
「
改
過
」
で
は
、
再
び
罪
を
犯
さ
な
い
と
い

う
改
俊
の
情
如
何
が
そ
の
「
改
過
」
を
は
か
る
尺
度
で
あ
っ
て
、
両
者
の
内
容
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
同
藩
で
は
な
お
、
そ
れ
を

も
っ
て
除
墨
の
制
の
「
前
躍
」
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
熊
本
藩
で
は
、
清
律
の
条
文
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
内
在
す
る
思
想
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や
そ
の
基
礎
を
為
す
原
理
的
な
も
の
を
把
え
て
、
そ
れ
を
「
前
躍
」
と
し
、
現
行
法
の
改
正
や
新
し
い
立
法
の
為
の
根
拠
づ
け
に
利
用
し

ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
熊
本
藩
に
お
け
る
刺
墨
の
除
去
に
中
国
法
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
も
う
一
例
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
「
参
談
書

抜
」
に
記
載
さ
れ
た
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
類
刺
墨
除
去
に
関
す
る
倉
議
で
あ
る
。
類
刺
墨
は
前
述
の
如
く
、
犯
罪
者
の
額
に
入

墨
す
る
刑
罰
で
あ
っ
て
、
腕
に
入
墨
す
る
刺
墨
の
刑
よ
り
も
更
に
重
刑
で
あ
り
、
明
律
の
流
二
千
五
百
里
・
杖
一
百
、
及
び
流
三
千
里
・

杖
一
百
に
相
当
す
る
。

　
文
化
十
四
年
正
月
、
穿
墾
頭
小
山
門
喜
、
同
友
岡
藤
左
衛
門
両
名
か
ら
頼
刺
墨
は
受
刑
者
の
更
生
保
護
と
い
う
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
刑
法
方
奉
行
に
出
さ
れ
た
。
熊
本
藩
で
は
刑
法
草
書
制
定
以
来
、
諸
藩
に
先
が
け
て
徒
刑
制
を
採

用
し
て
来
た
が
、
受
刑
者
に
と
っ
て
改
善
の
効
果
薄
く
、
且
つ
徒
刑
費
用
が
多
額
に
上
り
、
藩
財
政
に
と
っ
て
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
理
由
か
ら
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
、
こ
れ
を
廃
し
、
徒
刑
を
す
べ
て
答
一
百
に
換
え
て
執
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
同
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

一
年
、
中
老
兼
大
奉
行
島
田
嘉
津
次
は
、
宝
暦
改
革
の
理
念
を
継
承
し
、
再
び
徒
刑
の
制
を
採
用
し
た
。
右
の
穿
整
頭
の
伺
は
、
こ
の
徒

刑
復
活
後
、
数
年
を
経
た
時
点
に
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
文
中
に
、
「
今
度
徒
刑
御
回
復
被
仰
付
、
黙
徒
共
、
定
小
屋
江
被
差
置

候
内
、
以
後
心
得
方
等
教
導
い
た
し
候
様
二
御
穿
墾
所
一
手
二
被
仰
付
置
候
之
内
、
」
云
々
と
あ
る
の
は
、
徒
刑
復
活
に
関
し
、
刺
墨
を

施
さ
れ
た
徒
刑
囚
も
徒
刑
小
屋
に
収
容
し
て
労
働
せ
し
め
、
そ
の
服
役
中
の
教
化
改
善
は
一
切
、
穿
馨
頭
の
職
務
と
さ
れ
た
こ
と
を
い
う

の
で
あ
る
。
処
が
頼
刺
墨
を
施
さ
れ
た
者
が
徒
刑
中
、
い
か
に
改
善
に
励
ん
で
も
、
徒
刑
の
執
行
が
終
了
し
て
帰
郷
し
、
生
業
に
就
い
た

場
合
、
瀬
刺
墨
は
受
刑
者
の
自
立
更
生
に
と
っ
て
重
大
な
る
障
害
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
穿
墾
頭
と
し
て
は
、
か
か
る
見
地

か
ら
穎
刺
墨
は
暫
ら
く
こ
れ
を
停
止
す
る
よ
う
、
そ
の
検
討
方
を
刑
法
方
奉
行
に
願
い
出
た
訳
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
穿
難
所
か
ら
の
内
意
を
受
け
て
、
刑
法
方
で
は
愈
議
を
行
な
い
、
同
年
二
月
、
刑
法
方
奉
行
服
部
太
門
、
松
村
英
記
両
名
か
ら
更
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に
藩
庁
に
対
し
、
類
刺
墨
は
受
刑
者
の
教
化
改
善
、
更
生
復
帰
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
伺
が
出

さ
れ
た
。
即
ち
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
顯
刺
墨
被
加
置
候
刑
人
者
、
永
ク
刑
人
與
申
儀
、
著
敷
衆
人
忌
嫌
候
付
、
往
々
生
産
難
成
、
飢
寒
二
迫
候
故
、
不
得
止
事
、
又
々
盗
等

　
い
た
し
候
段
、
愁
訴
い
た
し
候
者
も
多
有
之
候
問
、
被
及
御
参
談
度
由
、
御
穿
繋
頭
よ
り
内
意
御
座
候
、
右
者
無
鯨
儀
様
子
二
相
聞
、

　
縦
令
改
心
い
た
し
候
而
茂
、
鐵
辱
ハ
永
ク
相
成
、
人
前
も
難
成
候
得
者
、
改
心
之
詮
儀
無
之
、
殊
二
生
産
を
失
イ
、
及
飢
寒
之
外
無
之

　
道
理
顯
然
た
る
上
者
、
教
戒
之
仕
様
も
無
之
、
帝
其
儘
二
者
難
被
閣
可
被
有
御
座
哉
、
自
古
墨
則
荊
宮
等
之
刑
も
有
之
儀
候
得
共
、
宮

　
刑
之
者
を
闇
官
と
し
、
又
者
慧
室
二
養
類
よ
り
推
候
ヘ
ハ
、
則
荊
之
如
き
も
同
様
屡
人
二
相
成
候
事
二
付
、
生
産
を
得
せ
し
め
候
仕
法

　
は
有
之
た
る
と
被
相
考
申
候
、
敦
レ
ニ
生
産
を
失
イ
候
心
を
其
儘
二
者
難
被
閣
事
二
付
、
如
何
様
と
そ
御
仕
法
可
被
付
哉
之
慮
、
根
元

　
御
刑
書
ハ
全
躰
明
律
二
因
而
御
定
被
置
候
儀
二
候
慮
、
明
律
ハ
左
之
通
、

　
　
明
律
諄
義
、
矯
盗
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臆

　
初
犯
ノ
何
連
茂
、
右
之
小
讐
搏
の
上
二
霜
盗
之
二
字
を
刺
し
、
再
犯
ハ
左
之
小
警
之
上
二
刺
し
、
三
犯
二
到
連
ハ
絞
罪
二
行
ふ
、
尤
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
警
之
上
二
刺
字
有
を
以
て
三
犯
と
す
云
々
、

　
右
之
通
二
而
、
穎
者
相
見
不
申
事
二
付
、
被
指
止
候
而
も
、
可
然
哉
と
相
考
申
間
、
以
來
徒
刑
被
指
免
候
節
ハ
、
穎
之
刺
墨
ハ
抜
取
被

　
下
、
其
代
リ
ハ
手
二
被
加
置
、
雑
戸
ハ
始
汐
穎
二
老
刺
し
不
申
様
被
仰
付
候
而
ハ
如
何
可
有
御
座
哉
、

　
嘉
津
次
殿
自
筆

　
　
徒
刑
二
候
間
ハ
穎
刺
墨
被
加
置
候
得
者
、
全
被
指
止
二
而
茂
無
之
、
評
議
明
律
と
も
符
合
い
た
し
、
事
柄
も
瀬
を
腕
二
移
シ
候
斗
二

　
　
而
新
儀
與
申
二
而
ハ
無
之
、
勇
以
此
通
二
而
可
然
哉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
　
　
ニ
ス

　
周
禮
二
云
、
墨
罪
ハ
五
百
ト
云
々
、
又
云
、
墨
者
ハ
使
レ
守
レ
門
ト
注
、
墨
ハ
刻
ン
類
而
浬
レ
之
ト
ア
リ
テ
、
額
ヲ
刻
テ
墨
ヲ
入
レ
ヌ
ル
「
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（
時
）

　
ナ
リ
、
是
ヲ
黙
ト
モ
云
ナ
リ
、
故
二
古
ヨ
リ
墨
刑
ハ
顯
刺
墨
ナ
リ
、
尤
漢
ノ
文
帝
、
肉
刑
ヲ
除
レ
シ
寸
、
墨
刑
二
當
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
髭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髭
）

鉗
ソ
城
旦
春
ト
ナ
セ
シ
ナ
塵
逡
ヲ
〔
騨
騨
翌
リ
〕

　
嘉
津
次
殿
自
筆

　
　
墨
者
古
ハ
守
門
之
役
二
附
ケ
、
生
命
を
保
ツ
ノ
道
を
立
遣
シ
、
今
と
者
顯
刺
墨
斗
を
取
用
イ
、
生
命
を
保
ツ
ノ
道
ハ
付
ケ
不
遣
候

　
　
間
、
帝
以
此
節
之
傘
議
之
通
二
而
可
有
之
哉
、

　
　
　
　
寛

　
（
前
略
）

　
一
穎
刺
墨
之
儀
付
而
、
愈
議
書
井
辛
嶋
才
藏
吟
味
之
書
付
共

　
右
奉
窺
候
、
以
上

　
　
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
太
門
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
英
記
　
印

　
太
門
方
付
札
二
下
儀
、
付
札
之
通
被
仰
出
候
事

　
　
二
月
廿
二
日

　
右
の
刑
法
方
の
食
議
書
の
中
、
冒
頭
の
「
類
刺
墨
被
加
置
候
刑
人
」
か
ら
「
帝
其
儘
二
者
難
被
閣
可
被
有
御
座
哉
」
ま
で
の
文
は
、
穿

墾
頭
の
内
意
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
「
自
古
墨
則
荊
宮
等
之
刑
も
」
以
下
が
刑
法
方
の
愈
議
を
経
た
上
で
書
か
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
処
で
、
こ
の
倉
議
書
に
は
、
頼
刺
墨
廃
止
の
論
拠
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
中
国
古
代
の
墨
則
荊
宮
等
の
肉
刑
も
、
こ
れ
を
受
け
た
も
の
に
対
し
て
は
、
生
活
し
得
る
よ
う
な
方
法
が
講
じ
ら
れ
て
い
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る
と
し
て
、
宮
刑
を
受
け
た
も
の
を
閤
官
（
宙
官
）
と
し
た
こ
と
、
又
周
礼
の
文
を
引
き
、
古
代
の
刺
墨
は
穎
刺
墨
で
あ
り
、
そ
れ
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

け
た
も
の
を
し
て
門
を
守
衛
せ
し
め
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
受
刑
者
に
対
す
る
生
活
保
護
の
例
が

中
国
古
代
の
法
制
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
は
熊
本
藩
の
刑
法
草
書
は
、
全
体
と
し
て
明
律
を
踏
襲
し
て
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
明
律
に
は
小
腎
臆
の
上
に
刺
墨
を
加
え
る
こ
と
は
見
え
て
い
る
も
の
の
、
額
に
刺
墨
を
加
え
る
こ
と
は
見
え
て
い
な
い
か

ら
、
従
っ
て
当
藩
に
お
い
て
も
、
類
刺
墨
は
廃
止
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
刑
法
方
の
提
案
は
、
右
の
二
つ
の

理
由
を
挙
げ
て
結
局
、
徒
刑
終
了
後
は
額
の
刺
墨
は
抜
き
取
り
、
そ
の
代
り
に
手
に
刺
墨
を
加
え
、
雑
戸
（
非
人
）
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、

当
初
よ
り
額
に
は
刺
墨
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
の
刑
法
方
の
倉
議
書
に
対
す
る
大
奉
行
島
田
嘉
津
次
の
意
見
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
掲
史
料
に
や
は
り
二
つ
現
わ
れ
て
い

る
。
結
局
、
島
田
は
刑
法
方
の
愈
議
の
結
果
に
全
面
的
に
賛
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
注
目
す
べ
き
意
見
を
加
え
て
い
る
。
島
田

の
第
一
の
意
見
で
は
、
刑
法
方
の
提
案
で
は
徒
刑
中
は
瀬
刺
墨
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
穎
刺
墨
を
全
く
廃
止
す
る
の
で
は
な

く
、
徒
刑
の
執
行
後
は
額
の
刺
墨
を
腕
に
移
す
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
新
儀
」
を
行
な
う
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ

く
考
え
て
み
れ
ば
、
徒
刑
中
に
瀬
刺
墨
を
施
し
て
も
、
そ
れ
は
拘
禁
中
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
受
刑
者
の
生
活
に
と
っ
て
、
さ
し
て
障
害
に

は
な
ら
な
い
。
徒
刑
の
執
行
後
、
額
の
刺
墨
を
腕
に
移
す
と
い
う
こ
と
は
重
大
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
般
の
刺
墨
で
あ
れ
ぽ
、
前
に
述
べ

た
寛
政
二
年
の
除
墨
の
制
に
よ
っ
て
特
定
の
犯
罪
を
除
き
、
五
年
間
、
改
俊
の
期
間
を
経
れ
ば
除
墨
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
刑
法
方

の
意
見
を
認
め
る
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
穎
刺
墨
の
制
を
廃
止
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
刑
法
草
書
の
刑
罰
体
系
を
修
正
し
、
熊

本
藩
の
刑
政
を
変
更
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
、
島
田
は
そ
の
よ
う
に
は
い
わ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
提
案
は
額
の
刺
墨
を
腕
に

移
す
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
新
例
を
開
く
の
で
は
な
い
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
従
来
の
刑
政
の
方
針
と
変
化
の
な
い
こ
と
を
強
調

す
る
の
で
あ
る
。
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島
田
の
第
二
の
意
見
に
お
い
て
も
、
刑
法
方
の
提
示
し
た
周
礼
の
文
を
受
け
て
、
古
代
、
墨
刑
を
施
さ
れ
た
者
に
は
守
門
の
役
に
つ
け

て
生
命
を
保
障
す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
現
今
の
穎
刺
墨
の
制
に
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
が
取
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
や
は
り

刑
法
方
の
愈
議
の
趣
旨
に
賛
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
受
刑
者
に
生
命
を
保
つ
道
を
講
ず
る
の
が
古
代
か
ら
の
伝
統
法
で
あ
り
、
熊
本

藩
の
穎
刺
墨
の
制
は
、
こ
の
伝
統
法
に
従
っ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
廃
止
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
意
向
が
そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
、

同
じ
く
そ
の
廃
止
の
根
拠
が
中
国
の
古
典
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
弁
証
の
根
拠
と
し
て
の
中
国
法
の
機
能
（
そ
の
二
）

　
こ
の
よ
う
に
刑
法
草
書
の
規
定
を
改
め
る
論
拠
と
し
て
周
礼
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
中
国
聖
代
の
法
典
と
し
て
の
意
味
に
お

い
て
で
あ
り
、
又
明
律
が
援
用
さ
れ
る
の
も
、
そ
れ
が
刑
法
草
書
の
淵
源
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
何
れ

も
、
当
時
の
熊
本
に
お
い
て
は
権
威
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
弁
証
的
推
論
の
前
提
と
さ
れ
る
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
エ
ン
ド
ク
サ
」
の
概
念
に
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
考
え
方
は
、
同
じ
く
「
参
談
書
抜
」
所
載
の
文
化
十
四
年
（
一
八

一
七
）
の
銀
所
預
（
銀
札
）
偽
造
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
藩
札
の
偽
造
は
刑
法
草
書
に
明
文
な
き
為
、
従
来
、
同
書
詐

偽
・
謀
判
条
の
「
似
せ
差
紙
、
似
せ
切
手
等
い
た
し
候
者
礫
」
を
類
推
適
用
し
、
礫
刑
に
処
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
文
化
元
年
、
そ
れ

を
改
め
、
原
則
と
し
て
右
か
ら
一
等
を
減
じ
、
秋
斬
を
待
た
ず
即
決
の
臭
首
か
、
或
は
事
情
に
よ
り
秋
斬
と
さ
れ
た
（
前
掲
『
熊
本
藩
御
刑

法
草
書
附
例
』
一
六
〇
頁
以
下
）
。
処
が
文
化
十
四
年
に
至
り
、
こ
の
罪
の
扱
い
に
つ
い
て
再
び
議
論
が
起
り
、
右
の
斬
を
更
に
宥
免
し
て
永

徒
（
長
期
徒
刑
）
、
も
し
く
は
永
牢
（
無
期
禁
鋼
刑
）
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
論
と
、
従
来
通
り
斬
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
論
と
の
両
者

が
対
立
し
た
。
今
、
こ
こ
で
は
、
右
の
藩
札
偽
造
の
罪
に
対
す
る
刑
と
し
て
死
刑
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
考
察
し
よ
う
と
い
う
の
で

は
な
い
。
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
論
者
の
議
論
の
た
て
方
で
あ
る
。
な
お
議
論
の
細
部
に
わ
た
る
展
開
は
、
こ
れ
を
省
略
し
、
そ
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（
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の
大
筋
だ
け
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
先
ず
、
こ
の
罪
に
関
し
死
刑
宥
免
論
者
で
あ
る
刑
法
方
奉
行
松
村
英
記
の
場
合
で
あ
る
が
、
松
村
の
献
議
は
、
凡
そ
次
の
如
き
も
の
で

あ
る
。
即
ち
、
こ
の
罪
は
従
来
、
礫
の
極
刑
に
処
せ
ら
れ
て
来
た
が
、
元
来
刑
法
草
書
に
明
文
規
定
な
く
、
又
藩
札
は
家
中
の
財
政
再
建

の
為
、
や
む
を
得
ず
発
行
し
た
も
の
で
、
そ
の
品
質
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
偽
造
し
易
い
事
情
も
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
先
年
、
右
の
刑
か
ら
一

等
を
減
軽
し
て
秋
斬
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
礫
も
秋
斬
も
死
刑
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
く
、
も
と
よ
り
官
物
を
偽
造
す
る

こ
と
は
重
罪
で
あ
る
に
せ
よ
、
新
し
い
政
策
の
実
施
に
伴
っ
て
、
死
刑
該
当
者
が
出
来
す
る
こ
と
は
、
治
政
の
上
か
ら
み
て
も
好
ま
し
い

と
は
い
え
な
い
。
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
藩
札
の
通
用
を
禁
止
す
れ
ば
銀
の
現
物
が
他
国
へ
流
出
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
罪
は
永
牢
、

も
し
く
は
永
徒
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
松
村
の
献
議
に
対
し
、
こ
の
罪
に
関
し
死
刑
存
置
論
者
で
あ
る
刑
法

方
奉
行
服
部
太
門
は
、
厳
科
に
処
せ
ら
れ
て
さ
え
違
反
者
が
あ
る
の
に
、
死
刑
を
減
軽
し
た
な
ら
ば
、
更
に
藩
札
偽
造
者
が
増
加
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
し
て
反
対
し
た
。

　
右
の
服
部
の
反
論
に
対
し
、
松
村
は
再
度
意
見
を
藩
庁
に
提
出
し
た
。
松
村
の
再
議
の
内
容
は
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
答
刑
に
処

せ
ら
れ
た
者
と
の
数
を
年
毎
に
調
べ
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
以
後
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
ま
で
の
四
十
二
年
間
の
統
計
を
と
り
、

そ
の
結
果
、
両
刑
と
も
、
そ
の
処
刑
者
は
増
加
し
て
い
る
が
、
死
刑
は
格
別
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
も
し
厳
罰
を
恐
れ
る
な
ら

ば
死
刑
該
当
者
の
数
は
次
第
に
減
じ
、
答
刑
該
当
者
の
数
は
次
第
に
増
す
筈
で
あ
る
の
に
、
事
実
は
そ
の
よ
う
に
見
え
な
い
か
ら
、
厳
罰

に
よ
る
威
嚇
は
犯
罪
の
抑
止
に
効
果
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
や
は
り
藩
札
偽
造
の
罪
は
死
を
免
じ
、
永
牢
と
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
右
の
松
村
の
見
解
に
対
し
、
服
部
の
意
見
は
年
々
の
犯
罪
者
数
の
増
加
に
対
し
て
は
、
治
教
を
第
一
に
し
、
刑
罰

も
姑
息
に
な
ら
ぬ
よ
う
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
為
、
藩
札
偽
造
の
罪
は
従
来
通
り
斬
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
し
情

状
酌
量
す
べ
き
も
の
と
罪
の
疑
わ
し
き
も
の
に
対
し
て
は
、
「
臨
時
論
判
」
と
規
定
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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以
上
が
藩
札
偽
造
の
罪
を
め
ぐ
る
議
論
の
大
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
両
者
の
議
論
の
た
て
方
、
及
び
そ
の
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ
を
考
察

す
る
こ
と
と
す
る
。
松
村
は
最
初
の
献
議
に
お
い
て
、
当
該
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
を
近
年
、
礫
か
ら
秋
斬
に
減
軽
し
た
措
置
に
つ
い
て
、

礫
も
秋
斬
も
死
刑
に
は
変
り
は
な
い
と
し
た
後
、
続
け
て
、
こ
の
「
折
角
之
御
宥
儀
」
も
、
「
天
心
を
被
慰
候
程
ニ
ハ
至
リ
兼
可
申
哉
と

乍
恐
残
念
奉
存
候
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
松
村
は
、
「
御
宥
儀
」
、
即
ち
刑
の
減
軽
措
置
を
講
じ
た
藩
の
政

策
の
上
に
、
「
天
心
」
と
い
う
も
の
を
考
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
御
宥
儀
」
で
は
、
「
天
心
」
を
慰
め
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
至
っ
て
い

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
松
村
は
「
天
心
」
を
慰
め
る
こ
と
を
以
っ
て
、
藩
の
刑
政
の
最
終
目
的
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ

い
。
次
に
、
彼
は
「
官
物
を
似
せ
重
罪
者
と
は
申
な
か
ら
、
新
之
御
仕
法
に
よ
り
て
死
に
入
候
者
、
出
来
候
而
者
、
天
の
責
ハ
難
免
、
兎

角
之
不
及
論
説
」
、
「
新
之
御
仕
法
二
而
死
二
入
候
者
、
出
来
候
而
は
、
御
国
家
之
御
冥
加
を
奉
増
御
仁
政
と
ハ
難
申
上
候
」
と
述
べ
て
い

る
。
即
ち
、
こ
こ
で
も
彼
は
新
し
い
政
策
に
よ
り
死
刑
に
入
る
者
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
「
天
の
責
」
は
免
れ
難
い
と
か
、
「
相
済
」

み
難
い
と
か
考
え
て
お
り
、
そ
れ
は
「
仁
政
」
と
は
申
し
難
い
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
松
村
の
意
見
に
対
し
、
死
刑
存
置
論
者
で
あ
る
服
部
太
門
は
、
ど
の
よ
う
な
論
拠
に
基
づ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
次
に
史
料
に
即
し
な
が
ら
具
体
的
に
そ
れ
を
見
よ
う
。

　
此
一
件
容
易
二
死
を
宥
候
而
は
刑
を
恐
之
意
相
弛
、
罪
人
多
者
相
成
申
間
敷
哉
之
所
は
最
初
汐
甚
氣
遣
候
故
、
御
前
議
二
付
紙
用
置
候

　
通
二
候
、
…
…
…
…
別
紙
立
合
を
此
節
致
披
見
候
得
者
、
後
廿
一
年
全
躰
罪
人
相
壇
候
、
右
は
畢
寛
何
事
も
年
を
逐
ひ
塘
盆
致
し
候
儀
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
』
）

　
時
勢
之
然
ら
し
む
る
儀
と
相
聞
、
戦
栗
不
少
候
、
此
害
を
除
候
儀
、
第
一
御
治
教
彌
以
御
手
厚
ク
、
次
二
は
御
刑
罪
姑
息
二
流
不
申

　
様
、
維
持
仕
候
外
有
之
間
敷
、
古
昔
聖
代
汐
刑
法
者
嚴
二
相
建
居
、
左
候
而
情
可
憐
、
法
可
疑
與
者
、
臨
時
剣
決
有
之
た
る
と
相
見
候

　
間
、
御
法
者
是
迄
之
通
二
而
被
閣
、
可
憐
可
疑
者
有
之
節
者
、
臨
時
論
剣
二
而
者
如
何
、
紙
幣
者
新
法
二
付
、
此
刑
御
刑
書
二
無
之
與

　
論
候
得
者
、
左
様
二
も
相
聞
候
得
共
、
根
元
紙
幣
ハ
中
古
汐
有
之
、
當
時
之
新
作
二
茂
無
之
、
其
上
、
御
刑
條
、
左
之
通
、
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諸
御
役
間
之
印
を
偽
作
し
、
又
者
盗
用
し
、
且
似
せ
差
紙
、
似
せ
切
手
等
を
い
た
し
候
ハ
礫
、

　
右
之
通
有
之
候
上
者
、
此
條
二
就
候
儀
、
適
當
二
候
庭
、
御
勝
手
操
二
因
而
不
得
止
出
來
之
紙
幣
故
、
近
年
一
等
被
宥
、
斬
二
被
極
候

　
庭
、
明
律
紙
幣
之
刑
も
斬
與
有
之
、
古
法
二
茂
叶
、
後
人
之
妄
作
二
陥
不
申
事
二
付
、
天
心
二
背
儀
も
有
之
間
敷
哉
、
御
刑
書
者
古
を

　
稽
へ
被
建
置
候
得
者
、
是
を
的
二
仕
候
ハ
・
不
省
之
者
之
愈
議
迫
も
、
難
不
中
不
遠
、
此
的
二
不
拘
、
新
儀
を
記
候
端
を
開
候
ハ
・
後

　
年
如
何
様
之
無
稽
之
儀
を
引
起
可
申
哉
茂
難
斗
、
於
此
所
天
心
難
慰
可
有
御
座
哉
、
権
道
ハ
中
人
巳
下
二
而
難
議
、
労
矢
張
御
刑
條
井

　
明
律
二
因
而
、
是
迄
之
通
被
　
仰
付
置
候
方
、
丈
夫
二
可
有
之
哉
と
再
考
仕
候
、
…
…

　
右
の
史
料
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最
初
服
部
は
、
死
刑
を
減
軽
す
る
こ
と
か
ら
す
る
刑
罰
の
威
嚇
的
効
果
が
減
少
す
る
こ
と
を
恐
れ

た
の
で
あ
る
が
、
死
刑
該
当
者
と
答
刑
該
当
者
と
の
数
の
統
計
の
上
か
ら
す
る
松
村
の
反
論
に
対
し
て
は
、
「
古
法
」
、
「
明
律
」
、
「
御
刑

条
」
（
刑
法
草
書
）
の
三
者
を
論
拠
と
し
て
再
び
反
駁
し
て
い
る
。
即
ち
、
服
部
は
藩
札
偽
造
の
罪
が
刑
法
草
書
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
類
似
せ
る
規
定
と
し
て
前
掲
刑
法
草
書
の
謀
判
条
を
あ
げ
、
そ
れ
が
礫
の
極
刑
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
先

ず
指
摘
す
る
。
次
に
、
そ
れ
が
近
年
一
等
を
減
じ
て
斬
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
律
の
紙
幣
偽
造
の
刑
と
一
致
し
、
「
古
昔
聖
代
」
か
ら
の

「
刑
法
」
が
厳
刑
を
趣
旨
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
叶
い
、
結
局
、
そ
の
措
置
は
「
天
心
」
に
背
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
而
し
て

刑
法
草
書
は
「
古
を
稽
へ
」
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
依
拠
し
て
愈
議
す
れ
ば
刑
政
に
大
過
は
な
く
、
こ
れ
に
反
し
て
新

儀
を
開
く
こ
と
は
、
後
年
、
「
無
稽
之
儀
」
を
引
き
起
す
こ
と
と
な
り
、
「
天
心
」
を
慰
め
難
く
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
古
聖
代

の
法
を
具
体
化
し
た
も
の
が
明
律
で
あ
り
、
更
に
そ
の
明
律
に
則
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
刑
法
草
書
で
あ
る
か
ら
、
刑
法
草
書
の
規
定
の

解
釈
や
運
用
に
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
や
は
り
「
古
法
」
や
明
律
に
立
ち
帰
っ
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
服
部
の
論
法

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
明
律
に
従
い
、
「
古
法
」
に
叶
う
こ
と
こ
そ
が
「
天
心
」
を
慰
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
変
え
る
こ
と

は
「
後
人
之
妄
作
」
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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右
の
松
村
、
服
部
両
奉
行
の
議
論
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
天
心
」
を
慰
め
る
こ
と
を
以
っ
て
藩
刑
政
の
理
念
と
し
て
い
た
こ
と
は
両
者

と
も
同
じ
で
あ
る
が
、
「
天
心
」
の
解
釈
に
相
違
が
あ
り
、
前
者
が
寛
刑
の
思
想
を
以
っ
て
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
厳
刑
の
思
想
を
以

っ
て
す
る
。
し
か
も
後
者
の
議
論
の
特
徴
は
、
こ
の
「
天
心
」
を
具
体
化
し
た
も
の
が
中
国
の
「
古
法
」
で
あ
り
、
「
古
法
」
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
の
が
明
律
で
あ
り
、
更
に
明
律
を
踏
襲
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
刑
法
草
書
で
あ
る
と
し
て
、
「
天
心
」
と
そ
れ
ら
の
実
定
法
規

と
を
結
び
付
け
た
点
に
あ
る
。
両
者
の
議
論
の
何
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
、
今
、
こ
こ
で
間
う
必
要
は
な
い
。
す
で
に
顯
刺
墨
廃
止
に
お
い

て
は
、
中
国
の
古
典
で
あ
る
周
礼
と
明
律
と
が
、
そ
の
廃
止
の
論
拠
に
持
ち
出
さ
れ
、
熊
本
藩
の
刑
政
改
革
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
は
、
や
は
り
中
国
の
「
古
法
」
と
明
律
と
が
死
刑
宥
免
論
者
に
対
す
る
有
力
な
武
器
と
し
て
、
今
度
は
逆
に

従
来
の
刑
政
の
原
則
を
維
持
す
る
保
守
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
松
村
、
服
部
両
者
の
議
論
の
行
方
は
定
か
で
は

な
い
が
、
こ
の
一
件
の
死
刑
宥
免
が
「
例
」
と
し
て
定
着
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
結
局
、
松
村
の
議
論
は
藩
当
局
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

五
　
熊
本
藩
に
お
け
る
中
国
法
研
究
の
意
義

　
明
清
律
や
儒
教
の
古
典
が
現
行
法
で
あ
る
刑
法
草
書
や
そ
の
追
加
法
で
あ
る
「
例
」
を
変
更
す
る
議
論
の
根
拠
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
そ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
議
論
に
対
し
て
、
逆
に
そ
れ
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
議
論
の
根
拠
と
も
な
り
得
る
の
は
、
す
で
に
述

べ
た
如
く
当
時
の
熊
本
藩
で
は
、
刑
法
草
書
は
明
清
律
に
基
づ
ぎ
、
明
清
律
は
中
国
の
「
古
法
」
に
基
づ
き
、
中
国
の
「
古
法
」
は
更
に

「
天
心
」
に
基
づ
く
と
い
う
考
え
が
存
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
今
、
そ
れ
を
図
式
化
す
る
な
ら
ば
、

　
天
心
－
古
法
ー
明
清
律
f
刑
法
草
書

と
い
う
権
威
間
の
序
列
が
当
時
の
熊
本
藩
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
右
の
中
国
の
「
古
法
」
と
は
具
体
的
に
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は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
藩
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
は
す
で
に
屡
々
言
及
し
た
周
礼
が
第
一
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
前
述
の

穎
刺
墨
廃
止
を
主
張
す
る
刑
法
方
奉
行
の
論
拠
と
し
て
、
刑
法
方
の
「
愈
議
書
」
と
共
に
、
周
礼
の
記
事
を
引
用
し
た
儒
者
辛
島
才
蔵
の

「
吟
味
之
書
付
」
が
藩
庁
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
刑
法
草
書
は
明
律
を
範
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

律
の
み
な
ら
ず
、
周
礼
の
影
響
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
更
に
同
藩
で
は
宝
暦
以
降
、
幕
末
明
治
初
期
に
至
る
ま
で
、
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

礼
の
研
究
が
極
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
推
し
て
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
至
当
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
右
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
考
え
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
周
礼
は
「
ゾ
レ
ン
を
ザ
イ
ン
で
示
し
た
も
の
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
非
実
定
的
な
「
天
心
」
と
実
定
法

で
あ
る
明
清
律
と
の
中
間
に
位
置
し
、
「
天
心
」
ほ
ど
超
歴
史
的
、
超
経
験
的
な
も
の
で
は
な
く
、
さ
り
と
て
明
清
律
ほ
ど
個
別
的
、
現

実
的
な
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
同
藩
の
為
政
者
が
自
己
の
主
張
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
周
礼
は
、
そ
の
理
由
づ
け
を
引
き

出
す
無
限
の
宝
庫
と
し
て
明
清
律
よ
り
も
更
に
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
熊
本
藩
に
お
い
て
、
周
礼
が
と
く
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
よ
く

研
究
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
、
熊
本
藩
の
法
規
運
用
に
際
し
、
明
清
律
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
又
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
し
た
か
に
つ
い
て
考
察

し
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
法
規
に
欠
敏
あ
る
場
合
、
或
は
判
例
に
不
備
あ
る
場
合
、
明
清
律
が
そ
れ
ら
を
補
充
す
る
法
源
と
し
て
用
い
ら

れ
た
こ
と
、
当
該
行
為
を
い
か
ほ
ど
に
罰
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
明
清
律
が
そ
の
量
刑
の
尺
度
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ

と
、
又
従
来
の
法
規
を
改
正
し
た
り
、
新
し
く
立
法
を
試
み
た
り
す
る
場
合
、
そ
の
行
為
を
正
当
化
す
る
為
の
、
或
は
逆
に
そ
れ
に
反
対

す
る
為
の
議
論
の
根
拠
と
し
て
屡
々
明
清
律
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
藩
で
は
、
法
規
運
用
に
際
し
、

明
清
律
を
積
極
的
、
且
つ
多
面
的
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
右
の
中
、
と
く
に
明
清
律
が
弁
証
の
根
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場

合
で
あ
る
。

　
法
規
欠
飲
、
判
例
不
備
に
対
す
る
補
充
の
為
の
法
源
と
し
て
明
清
律
が
用
い
ら
れ
る
場
合
や
量
刑
の
尺
度
と
し
て
明
清
律
が
用
い
ら
れ
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る
場
合
は
、
明
清
律
の
諸
条
文
、
諸
条
例
、
或
は
そ
の
注
釈
等
が
殆
ど
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
処
が
自
己
の
主
張
の
正
当

化
を
強
く
理
由
づ
け
る
場
合
に
は
、
明
清
律
と
並
ん
で
中
国
の
古
典
や
、
そ
れ
に
現
わ
れ
る
思
想
と
か
原
理
と
か
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
が

屡
々
で
あ
っ
た
。
前
述
の
受
刑
者
に
対
す
る
刺
墨
除
去
に
際
し
、
清
律
の
条
例
が
あ
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
改
過
遷
善
の

儒
教
思
想
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
又
、
顯
刺
墨
廃
止
の
際
に
も
、
明
律
が
引
用
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
古
代

に
お
い
て
肉
刑
を
科
さ
れ
た
者
に
生
活
の
保
障
が
為
さ
れ
た
と
い
う
周
礼
の
記
事
が
援
用
さ
れ
て
、
そ
の
主
張
の
有
力
な
論
拠
と
な
り
、

藩
札
偽
造
者
に
対
し
依
然
死
刑
を
適
用
せ
ん
と
す
る
場
合
に
も
、
明
律
の
引
用
の
み
な
ら
ず
、
中
国
聖
代
の
「
古
法
」
が
厳
刑
を
旨
と
し

た
と
い
う
指
摘
が
、
や
は
り
そ
の
主
張
の
有
力
な
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
相
手
方
の
説
得
を
め
ざ
す
必
要
の
程
度
が
高
け

れ
ば
高
い
ほ
ど
、
中
国
古
典
の
援
用
は
、
明
清
律
の
援
用
に
も
ま
し
て
益
々
必
要
で
あ
り
、
且
つ
有
効
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
右
の
事
例
に
み
る
熊
本
藩
の
論
者
は
、
藩
政
を
担
当
す
る
責
任
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
自
己
の
主
張
が
妥
当
性
を
も
つ
こ

と
を
実
際
の
面
か
ら
合
理
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
刺
墨
や
瀬
刺
墨
の
廃
止
が
受
刑
者
の
教
化
改
善
、
自
力
更
生
に
と
っ
て
、

い
か
に
実
質
的
な
効
果
が
あ
る
か
を
力
説
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
彼
等
は
中
国
法
の
み
な
ら
ず
中
国
古
典
を
盛
ん
に
援
用

し
、
自
己
の
主
張
の
正
当
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
面
か
ら
も
理
由
づ
け
よ
う
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
中
国
法
、
と
く
に
儒
教
の
古
典
は
、

あ
た
か
も
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
が
長
い
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
律
家
に
と
っ
て
、
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
熊
本
藩
の
法
律
家
に
と
っ

て
、
何
人
に
よ
っ
て
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
又
何
人
に
よ
っ
て
も
消
滅
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
権
威
あ
る
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
権
威
あ

る
法
を
持
ち
出
す
こ
と
は
、
刑
政
の
実
際
面
か
ら
そ
の
合
理
性
を
理
由
づ
け
る
こ
と
に
と
っ
て
不
可
飲
な
こ
と
で
あ
り
、
反
対
派
も
拒
み

得
ぬ
共
通
の
場
と
し
て
の
説
得
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
等
は
藩
政
の
実
際
に
当
っ
て
、
屡
々
新
し
い
法
の

創
造
を
行
な
い
、
新
し
い
制
度
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
穎
刺
墨
廃
止
の
際
の
大
奉
行
島
田
嘉
津
次
の
意
見

に
み
る
如
く
、
彼
等
は
必
ず
し
も
、
そ
れ
を
指
し
て
新
し
い
改
革
と
か
新
し
い
法
の
創
造
と
か
は
い
わ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
事
実
、
一
つ
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の
革
新
を
行
な
う
こ
と
を
み
ず
か
ら
意
識
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
が
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
は
西
欧
中
世
の
か
の
「
法
の

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

発
見
」
と
い
う
事
象
と
相
似
た
も
の
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
法
や
儒
教
の
古
典
を
も
っ
て
、
現
行
の
刑
法
草
書
の
規
定
を
変
更
す

る
こ
と
は
、
い
わ
ば
古
き
法
が
新
し
ぎ
法
を
破
る
こ
と
で
あ
り
、
古
き
法
が
真
の
法
で
あ
り
、
真
の
法
が
古
き
法
で
あ
る
と
す
る
「
良
き

古
き
法
」
の
観
念
と
相
通
ず
る
も
の
が
や
は
り
熊
本
藩
に
も
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
熊
本
藩
の
為
政
者
は
、
中
国
法
や
中
国
の
古
典
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
弁
証
の
根
拠
た
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の

如
く
、
彼
等
は
受
刑
者
に
対
す
る
刺
墨
除
去
に
際
し
て
、
清
律
の
条
例
を
そ
の
ま
ま
移
入
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
条
例
の
立
法
の
妥
当

性
を
理
由
づ
け
て
い
る
「
改
過
遷
善
」
と
い
う
儒
教
思
想
を
そ
こ
か
ら
引
き
出
し
、
そ
れ
に
当
時
の
熊
本
藩
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
内
容

を
盛
り
込
ん
で
、
そ
れ
を
基
に
し
て
藩
独
自
の
刺
墨
除
去
の
制
を
作
り
出
し
た
。
彼
等
は
清
律
条
例
に
あ
る
「
改
過
」
な
る
語
を
用
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

が
ら
も
（
前
掲
寛
政
二
年
の
「
例
」
に
は
「
其
後
心
底
を
改
、
良
民
と
相
成
」
と
あ
り
、
前
掲
除
墨
帳
に
も
「
愈
悪
き
を
改
め
、
宜
敷
二
移
」
と
あ
る
）
、

そ
れ
を
ぽ
清
朝
の
為
政
者
の
意
味
す
る
内
容
と
は
変
え
て
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
藩
で
は
清
律
の
諸
規
定
に
内
在
す
る
思
想
や

原
理
を
抽
出
し
、
そ
の
抽
出
す
る
作
用
の
中
で
、
法
の
創
造
を
行
な
い
、
そ
れ
を
実
行
し
て
行
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
又
、
頼
刺
墨
廃
止
の
際
に
援
用
さ
れ
た
周
礼
に
は
、
墨
刑
を
受
け
た
者
は
門
番
に
、
宮
刑
を
受
け
た
者
は
宣
官
に
さ
れ
た
記
事
が
見
え

る
が
、
こ
れ
と
て
も
熊
本
藩
の
為
政
者
の
い
う
よ
う
に
受
刑
者
の
生
活
保
護
の
先
例
と
ば
か
り
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
生
活

保
護
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
肉
刑
に
併
科
さ
れ
た
労
役
刑
の
面
を
強
く
も
つ
と
い
う
の
が
事
実
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
刑
人
（
肉
刑
を
受
け
た
者
の
意
。
小
林
注
）
を
賎
役
に
使
役
す
る
現
象
は
、
肉
刑
に
よ
っ
て
社
会
か
ら
葬
り
去
ら
れ
た
者
た
ち
に
、
余
生
を

遂
げ
さ
せ
る
恩
恵
的
便
法
と
し
て
始
ま
り
、
そ
の
利
用
価
値
が
認
識
さ
れ
て
、
や
が
て
一
般
化
し
て
い
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
肉
刑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

加
え
る
こ
と
は
奴
隷
と
な
す
こ
と
に
外
な
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
周
礼
に
見
え
る
肉
刑
も
確
か
に
刑
人
に
対
し
、
「
余

生
を
遂
げ
さ
せ
る
恩
恵
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
一
方
、
そ
れ
は
刑
人
を
一
生
涯
、
人
格
の
認
め
ら
れ
な
い
奴
隷
的
身
分
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に
落
し
て
、
余
生
を
遂
げ
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
熊
本
藩
の
為
政
者
は
、
右
の
「
余
生
を
遂
げ
さ
せ
る
恩
恵
的
」

な
一
面
に
着
目
し
て
、
そ
れ
を
「
生
命
を
保
ツ
ノ
道
」
（
前
掲
島
田
嘉
津
次
の
意
見
）
と
解
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
顧
刺
墨
廃
止
へ
の
突
破
口
を

開
い
た
と
い
え
よ
う
。
又
、
藩
札
偽
造
者
に
対
し
、
依
然
死
刑
の
適
用
を
主
張
す
る
論
者
は
、
中
国
聖
代
の
「
古
法
」
が
一
般
に
厳
刑
を

旨
と
す
る
こ
と
を
以
っ
て
、
そ
の
論
拠
と
し
て
い
る
が
、
中
国
の
「
古
法
」
が
果
し
て
一
概
に
そ
の
よ
う
に
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
も
頗
る
疑
わ
し
い
。
中
国
古
典
に
見
え
る
刑
法
、
例
え
ば
尚
書
の
呂
刑
、
礼
記
の
王
制
、
周
礼
の
秋
官
等
に
見
え
る
「
古
法
」
が
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

刑
の
一
面
を
も
つ
と
同
時
に
儒
教
思
想
か
ら
す
る
慎
刑
、
憧
刑
の
一
面
を
も
併
せ
有
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
、
論
者
は
刑
法
草
書
や
明
律
に
見
ら
れ
る
差
紙
・
切
手
の
偽
造
、
及
び
紙
幣
偽
造
等
の
罪
が
極
刑
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
右

の
「
古
法
」
に
現
れ
る
厳
刑
の
一
面
と
を
結
び
つ
け
て
、
死
刑
維
持
の
論
拠
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
熊
本
藩
の
為
政
者
が
中
国
法
や
中
国
古
典
を
も
っ
て
自
己
の
弁
証
の
根
拠
と
す
る
に
当
っ
て
は
、
或
る
場

合
に
は
、
同
一
の
用
語
を
使
い
な
が
ら
も
、
そ
の
意
味
内
容
を
変
え
た
り
（
例
え
ば
、
清
律
条
例
の
「
改
過
」
の
意
味
す
る
具
体
的
内
容
を
変
更

す
る
こ
と
）
、
或
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
新
し
く
意
味
を
付
与
し
た
り
（
例
え
ば
、
中
国
古
代
の
肉
刑
に
併
科
さ
れ
た
労
役
に
、
生
活
保
護
の
意
味
を

よ
り
強
く
持
た
せ
る
こ
と
）
、
又
或
る
場
合
に
は
、
逆
に
そ
の
意
味
内
容
を
限
定
し
た
り
（
例
え
ば
、
中
国
古
代
の
刑
法
の
性
格
を
厳
刑
的
な
も
の

に
限
定
し
て
解
す
る
こ
と
）
し
て
、
間
題
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
内
容
を
解
釈
し
、
そ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
時

々
の
法
的
決
定
の
合
理
性
を
理
由
づ
け
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
熊
本
藩
で
は
、
明
清
律
、
周
礼
等
の
中
国
法
や
儒
教
の
古
典
を
、
そ
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
解
釈
し
、
自

在
に
駆
使
し
て
、
自
己
の
所
論
の
正
当
性
を
証
明
す
る
根
拠
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
同
藩
に
よ
る
中
国
法
受
容
の
態
度
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

実
は
享
保
期
に
お
け
る
将
軍
吉
宗
、
及
び
そ
の
諮
問
に
答
え
た
儒
者
達
に
よ
る
刑
政
改
革
の
方
法
に
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

れ
は
又
、
明
治
期
に
至
っ
て
同
藩
出
身
者
た
る
井
上
毅
に
よ
る
西
欧
法
受
容
の
際
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
右
に
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（
1
）
　
金
田
平
一
郎
「
熊
本
藩
『
刑
法
草
量
昌
考
」
『
法
政
研
究
』
第
一
二
巻
第
二
号
、
牧
健
二
「
肥
後
藩
刑
法
草
書
の
成
立
－
殊
に
其
の
明
律
参
酌

　
に
就
て
ー
」
『
法
学
論
叢
』
第
四
八
巻
第
五
号
、
小
早
川
欣
吾
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
『
東
亜
人
文
学
報
』
第
四
巻
第
二
号
、
八

　
重
津
洋
平
「
『
刑
法
草
書
』
を
中
心
と
し
た
熊
本
藩
の
刑
罰
体
系
に
つ
い
て
」
『
法
と
政
治
』
第
八
巻
第
三
・
第
四
号
等
。

（
2
）
　
高
瀬
喜
朴
の
大
明
律
例
訳
義
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
小
林
宏
・
高
塩
博
「
高
瀬
喜
朴
著
『
大
明
律
例
訳
義
』
（
其
の
一
）
～
（
其
の
六
）
」
『
國
學

院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
六
・
第
五
七
・
第
五
八
・
第
五
九
・
第
六
〇
・
第
六
一
輯
を
、
そ
の
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
は
同
上
解
題
、
並

　
び
に
高
塩
博
「
高
瀬
喜
朴
著
『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
を
参
照
。

（
3
）
　
但
し
、
刑
法
草
書
の
刑
罰
体
系
に
よ
っ
て
、
頚
刺
墨
・
答
百
・
徒
三
年
に
四
等
を
加
え
れ
ば
、
斬
罪
で
は
な
く
斬
果
と
な
る
。

（
4
）
　
法
哲
学
的
考
察
に
よ
れ
ば
、
推
論
は
論
証
と
弁
証
と
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
が
何
が
真
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
を
追
求
す
る
推
論
様

　
式
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
形
式
論
理
的
方
法
が
と
ら
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
い
か
に
す
れ
ば
相
手
方
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

　
を
追
求
す
る
推
論
様
式
で
あ
っ
て
、
そ
の
推
論
の
特
徴
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
う
「
エ
ン
ド
ク
サ
」
（
「
通
念
」
と
訳
さ
れ
る
）
を
前
提
に
も
っ
て

　
い
る
こ
と
で
あ
る
。
法
律
家
の
活
動
で
は
、
論
証
に
ま
し
て
弁
証
が
重
要
視
さ
れ
る
。
詳
細
は
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
著
、
植
松
秀
雄
訳

　
『
ト
ピ
ク
と
法
律
学
』
三
三
頁
以
下
、
及
び
植
松
秀
雄
「
法
律
学
の
学
問
性
と
レ
ト
リ
ッ
ク
」
『
法
哲
学
と
社
会
哲
学
　
一
九
八
五
年
度
・
法
哲
学
年
報
』

　
二
頁
以
下
等
参
照
。

（
5
）
　
熊
本
藩
に
お
け
る
徒
刑
制
復
活
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
浩
「
熊
本
藩
に
お
け
る
刑
政
の
展
開
」
服
藤
弘
司
・
小
山
貞
夫
編
『
法
と
権
力
の
史

　
的
考
察
』
所
収
六
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
6
）
　
こ
の
周
礼
の
原
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
司
刑
掌
五
刑
之
法
、
以
麗
萬
民
之
罪
、
墨
罪
五
百
、
劉
罪
五
百
、
宮
罪
五
百
、
朋
罪
五
百
、
殺
罪
五

　
百
、
（
墨
、
黙
也
、
先
刻
其
面
、
以
墨
窒
之
、
Y
…
：
墨
者
使
守
門
、
劉
者
使
守
關
、
宮
者
使
守
内
、
別
者
使
守
囹
、
髪
者
使
守
積
、
」
（
）
内
は
鄭
注
。

（
7
）
　
「
エ
ン
ド
ク
サ
」
と
い
う
概
念
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
ト
ピ
カ
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
「
す
べ
て
の
ひ
と
た
ち
に
よ

　
っ
て
か
、
あ
る
い
は
大
多
数
の
ひ
と
た
ち
に
よ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
知
者
〔
学
者
〕
た
ち
、
つ
ま
り
、
知
者
た
ち
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
か
、
あ
る
い
は

　
そ
の
大
多
数
の
ひ
と
に
よ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
、
最
も
知
名
で
評
判
の
ひ
と
た
ち
に
よ
っ
て
〔
そ
う
だ
と
〕
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
ど
も
が
、
通
念
で
あ

　
る
。
」
と
。
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
2
』
村
治
能
就
訳
、
四
頁
。
な
お
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
前
掲
書
三
七
頁
、
植
松
前
掲
論
文
八
頁
参
照
。
熊
本
藩
に
お
け

　
る
周
礼
や
明
律
は
、
さ
し
づ
め
右
の
文
の
「
知
者
た
ち
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。



56國學院法學第26巻第1号（1988）

（
8
）
　
両
者
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
前
掲
論
文
六
三
二
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
刑
法
草
書
に
見
え
る
顯
刺
墨
、
即
ち
額
に
入
墨
を
す
る
刑
は
、
幕
府
法
に
も
、
熊
本
藩
の
古
例
に
も
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
周
礼
、
秋
官
、

　
司
刑
の
鄭
注
「
墨
、
黙
也
、
先
刻
其
面
、
以
墨
窒
之
」
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
刑
法
草
書
、
堀
草
案
の
「
例
律
」
に
は
、
死
刑
は
刎
首
、
腰
斬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
礫
、
焚
殺
の
四
種
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
周
礼
、
秋
官
、
掌
裂
の
鄭
注
に
見
え
る
刑
種
に
一
致
す
る
。
即
ち
、
鄭
注
に
は
「
斬
以
鐵
鋏
、
若
今
要
斬
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
殺
以
刀
匁
、
若
今
棄
市
也
」
、
「
焚
、
焼
也
、
易
日
焚
如
死
如
棄
如
、
享
之
言
枯
也
、
謂
礫
也
」
と
あ
る
。
又
、
熊
本
藩
の
徒
刑
に
見
え
る
教
育
刑
的
性

　
格
も
幕
府
の
無
宿
対
策
、
荻
生
狙
徐
の
徒
刑
論
等
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
直
接
の
示
唆
を
う
け
た
も
の
は
、
や
は
り
周
礼
、
秋
官
、
大
司

　
憲
の
職
掌
に
あ
る
「
以
園
土
聚
致
罷
民
、
凡
害
人
老
、
虞
之
園
土
而
施
職
事
焉
、
以
明
刑
恥
之
、
其
能
改
者
、
反
干
中
國
、
不
歯
三
年
、
其
不
能
改
而

　
出
園
土
者
殺
」
や
同
じ
く
司
國
の
職
掌
に
あ
る
「
掌
牧
教
罷
民
、
凡
害
人
者
弗
使
冠
飾
、
而
加
明
刑
焉
、
任
之
以
事
而
牧
教
之
、
能
改
者
、
上
罪
三
年

　
而
舎
、
中
罪
二
年
而
舎
、
下
罪
一
年
而
舎
、
其
不
能
改
而
出
園
土
者
殺
、
錐
出
三
年
不
歯
、
」
等
の
記
事
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
0
）
　
時
習
館
創
立
当
初
の
教
科
に
周
礼
が
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
秋
山
玉
山
撰
す
る
宝
暦
五
年
春
の
「
時
習
館
学
規
」
に
「
一
諸
生
之
業
嚴
立
課
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
孝
経
論
語
一
科
、
易
書
詩
一
科
、
春
秋
三
傳
一
科
、
二
禮
二
戴
記
一
科
、
是
爲
正
業
」
と
あ
り
、
右
の
コ
一
礼
」
は
周
礼
と
儀
礼
と
を
指
す
こ
と
、
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
同
じ
く
秋
山
玉
山
撰
す
る
宝
暦
六
年
秋
の
「
時
習
館
学
規
科
条
大
意
」
に
、
「
教
授
正
業
」
と
し
て
「
周
礼
　
儀
礼
　
毛
詩
、
中
経
ナ
リ
、
四
百
八
十

　
日
二
講
解
ス
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
又
、
宝
暦
の
家
格
・
職
階
制
の
改
革
に
も
周
礼
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
文
化
八
年
に

　
垣
塚
成
章
が
撰
し
た
「
官
職
制
度
考
」
二
冊
は
、
周
礼
及
び
唐
六
典
に
倣
っ
て
熊
本
藩
の
職
制
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
文
政
四
年
、
時
習
館

　
教
授
と
な
っ
た
辛
島
塩
井
に
「
讃
周
官
」
三
巻
の
著
述
が
あ
る
こ
と
等
の
諸
事
実
は
、
熊
本
藩
に
お
い
て
周
礼
が
よ
く
研
究
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
現
実

　
の
政
治
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
明
治
七
年
に
開
設
さ
れ
た
熊
本
変
則
中
学
校
の
教
科
目
「
法
学
」
に
は
、
周
礼
が
冒
頭
に

　
掲
げ
ら
れ
、
次
に
明
律
、
清
律
彙
纂
、
仏
刑
法
、
民
法
、
憲
法
、
訴
訟
法
、
英
法
律
全
書
、
米
政
撮
要
等
が
見
え
て
い
る
（
内
閣
文
庫
所
蔵
「
熊
本
県

　
史
料
」
「
白
川
県
国
史
一
」
）
。
又
、
梧
陰
文
庫
（
國
學
院
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
に
も
「
周
礼
註
疏
」
、
「
周
官
精
義
」
が
存
し
、
明
治
十
六
年
、
山

　
県
有
朋
の
下
間
に
答
え
て
井
上
毅
が
著
わ
し
た
「
皇
族
考
」
に
は
、
周
礼
が
引
用
さ
れ
て
、
そ
れ
を
根
拠
に
五
世
以
下
の
皇
族
の
臣
籍
降
下
が
反
対
さ

　
れ
、
永
世
皇
族
制
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
井
上
毅
伝
記
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
毅
伝
　
史
料
篇
第
一
』
三
六
一
頁
）
。

（
1
1
）
　
吉
川
幸
次
郎
「
周
礼
に
つ
い
て
」
『
展
望
』
一
九
七
六
年
八
月
号
一
四
五
頁
。
な
お
吉
川
氏
は
、
周
礼
に
つ
い
て
、
「
政
治
の
実
践
に
つ
い
て
の
規

　
範
を
政
府
組
織
法
の
形
で
書
い
て
あ
る
も
の
」
（
一
四
五
頁
）
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
に
よ
っ
て
道
理
を
示
唆
す
る
も
の
」
（
一
五
五
頁
）
と
も
い
わ
れ
て

　
い
る
。

（
1
2
）
　
フ
リ
ッ
ツ
・
ケ
ル
ン
著
、
世
良
晃
志
郎
訳
『
中
世
の
法
と
国
制
』
二
九
頁
以
下
、
四
〇
頁
以
下
等
参
照
。
な
お
上
記
フ
リ
ッ
ツ
・
ケ
ル
ン
の
見
解
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に
つ
い
て
は
、
久
保
正
幡
「
伝
統
社
会
と
そ
の
近
代
化
　
第
1
節
　
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
『
法
社
会
学
講
座
第
9
巻
』
所
収
参
照
。

（
1
3
）
　
滋
賀
秀
三
「
中
国
上
代
の
刑
罰
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
滋
賀
秀
三
・
平
松
義
郎
編
『
石
井
良
助
先
生
還
暦
祝
賀
　
法
制
史
論
集
』
所
収
二
四
頁
。

（
14
）
　
例
え
ば
尚
書
の
呂
刑
に
は
、
「
敬
五
刑
」
、
「
明
徳
愼
罰
」
、
「
刑
罰
世
軽
世
重
」
、
礼
記
の
王
制
に
は
、
「
司
憲
正
刑
明
辟
、
以
聴
獄
訟
、
－
：
・
．
附
從

　
輕
、
赦
從
重
」
、
周
礼
の
秋
官
に
は
、
「
大
司
憲
之
職
、
掌
建
邦
之
三
典
、
以
佐
王
刑
邦
國
、
詰
四
方
、
一
日
、
刑
新
國
用
輕
典
、
二
日
、
刑
李
國
用
中

　
典
、
三
日
、
刑
鼠
國
用
重
典
」
と
あ
り
、
中
国
の
「
古
法
」
が
厳
刑
の
み
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。

（
1
5
）
　
新
し
く
過
料
刑
を
採
用
す
る
に
当
っ
て
、
将
軍
吉
宗
は
、
「
周
文
王
の
政
」
や
「
古
の
腰
法
」
を
そ
の
立
法
上
の
根
拠
と
し
て
い
る
（
小
早
川
前

　
掲
論
文
引
用
の
『
明
君
享
保
録
』
、
『
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
』
）
。
又
、
紀
州
藩
の
儒
者
、
榊
原
篁
洲
は
、
尚
書
の
記
事
を
引
い
て
軽
罪
に
の
み
過
料
刑

　
を
適
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
五
刑
す
べ
て
に
そ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
（
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
『
大
明
律
例
諺
解
』
巻
之
一
）
。
右
に

　
対
し
、
同
じ
く
紀
州
藩
の
儒
者
、
高
瀬
喜
朴
は
、
吉
宗
の
諮
問
に
答
え
て
、
尚
書
の
別
の
記
事
を
引
い
て
罪
の
軽
重
に
限
ら
ず
広
く
過
料
刑
を
採
用
す

　
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
名
家
叢
書
』
所
収
の
「
喜
朴
考
」
）
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
儒
者
達
も
、
新
し
い
制
度
の
採
用
に
当
っ

　
て
、
そ
の
賛
否
両
論
の
理
由
づ
け
に
何
れ
も
中
国
の
古
典
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

（
1
6
）
　
注
（
1
0
）
の
井
上
の
項
で
ふ
れ
た
「
皇
族
考
」
に
は
、
「
周
二
大
宗
小
宗
之
制
ア
リ
、
…
…
縫
嗣
ヲ
廣
メ
皇
基
ヲ
固
ク
ス
ル
所
以
也
、
…
…
五
世
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
下
皆
ナ
姓
ヲ
賜
ヒ
、
華
族
二
列
シ
、
皇
族
之
列
ヲ
省
ク
ヲ
以
テ
定
例
ト
ス
ル
ハ
古
典
二
依
ラ
ズ
シ
テ
宗
族
之
大
義
二
背
キ
、
永
遠
ノ
長
計
二
反
ス
ル
ニ

　
似
タ
リ
」
と
あ
る
（
傍
点
、
小
林
）
。
な
お
井
上
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
室
法
を
導
入
し
て
、
明
治
皇
室
典
範
の
皇
位
継
承
法
を
起
草
し
た
と
き
、
そ
の

　
立
法
の
根
拠
づ
け
に
日
本
書
紀
や
大
宝
律
令
等
の
日
本
の
古
典
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
（
拙
稿
「
明
治
皇
室
典
範
に
お
け
る
皇
位
継
承
法
の
成
立
」

　
滝
川
博
士
米
寿
記
念
会
編
『
滝
川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
論
集
律
令
制
の
諸
問
題
』
所
収
参
照
）
、
か
か
る
熊
本
藩
に
よ
る
中
国
法
受
容
の
方
法
の

　
影
響
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
附
記
〕
　
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
永
青
文
庫
の
閲
覧
に
関
し
て
は
、
山
中
至
、
川
口
恭
子
の
両
氏
か
ら
格
別
の
御
高
配
を
、
又
本
稿
の
内

　
容
に
関
し
て
は
、
植
松
秀
雄
氏
か
ら
種
々
有
益
な
る
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
。
こ
x
に
銘
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

57


